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●  ４月７日 松長小学校

カメラびゅう拡大版 №⑭

市内小学校入学式

この日、市内各小学校で入学式が行われました。天気
は快晴。新 1 年生をお祝いしているような陽気の中、
松長小学校では 19 人の児童が入学しました。1 年生
の皆さん、これから運動会や文化祭など楽しいことが
いっぱいですよ！  たくさんの思い出をつくってください！
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語解説用用

個人
市民税
34億
1,217万円
   （33.6％）

固定
資産税
48 億
6,720 万
5 千円
（47.9％）

燕市当初予算
平成26年度

613億920万１千円会計 予算額 前年比増減率

一般会計 385億3,700万円 ＋ 9.4％

特別会計の計 204億6,787万9千円 △ 0.1％

国民健康保険特別会計 83億2,064万2千円 △ 0.4％

後期高齢者医療特別会計 6億8,737万9千円 ＋ 3.8％

介護保険事業特別会計 75億9,591万9千円 ＋ 5.7％

公共下水道事業特別会計 37億6,736万3千円 △ 4.9％

土地取得特別会計 9,523万円 △ 15.3％

企業団地造成事業特別会計 134万6千円 ＋ 22.4％

企業会計（水道事業会計） 23億432万2千円 ＋ 2.0％

合 計 613億920万1千円 ＋ 5.8％

※水道事業会計は、水道事業費用と資本的支出の合計額

▼平成26年度当初予算

歳入総額
385億

3,700万円

歳出総額
385億

3,700万円

自主
財源

40.1％
依存
財源

59.9％
消費的
経費

50.3％

    その他
    経費
32.0％

  投資的
  経費
  17.7％

市 税
101億
 5,609万
      6千円
  （26.3％）

繰入金              
11億7,546万6千円（3.0％）
分担金及び負担金  
6億198万4千円（1.6％）
繰越金                
5億円（1.3％）

諸収入
27億9,681万1千円（7.3％）

市 債   
104億2,678万

6千円
（27.1％）

地方
交付税
 62億円
 （16.1％）

国庫支出金
32億573万4千円（8.3％）

使用料及び手数料   
2億2,089万1千円（0.6％）
その他 （財産収入・寄附金）                      
1,826万3千円（0.0％）

人件費
47億
2,533万
4千円

（12.3％）

補助費等
47億1,739万
2千円（12.2％）

物件費
48億4,516万

9千円
  （12.6％）

扶助費
  48億
   4,280万
     3千円
   （12.6％）

普通建設事業費
68億3,212万

6千円
（17.7％）

貸付金・出資金
26億1,627万円 （6.8％）

公債費
64億1,801万
2千円（16.6％）

繰出金
31億2,301万3千円（8.1％）

県支出金
15億2,758万4千円（4.0％）
その他（地方消費税交付金など）
17億738万5千円（4.4％）

一般会計当初予算 
385億3,700万円

維持補修費  
2億3,322万8千円（0.6％）

その他（積立金など）
1億8,365万2千円（0.5％）

法人市民税
10億6,416万円

（10.5％）

軽自動車税
1億8,948万6千円（1.9％）

市たばこ税
6億2,307万5千円（6.1％）

歳入

355億9,100万円

346億3,287万円

357億1,900万円

328億7,400万円

320億100万円

▼一般会計当初予算の推移

▼市税の内訳

一般会計＋特別会計＋企業会計

歳出
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※平成 22 年度については、平成
22 年度 6 月補正予算後の数値（肉
付後の予算額）

355億4,800万円

次ページからは
平成 26 年度に
取り組む
重点テーマや
柱となる
分野別の
6 つの政策ごとに
主要事業を
掲載しています。

災害復旧費  
1千円（0.0％）

352億1,900万円

19年度

20年度

21年度

22年度

23年度

24年度

25年度

平成 26 年度燕市当初予算
◉今月のこだわり 日本一輝いているまち・燕市を目指して

【うち借換債（※）
27億7,868万6千円】

【うち借換債（※）
27億7,868万6千円】

385億3,700万円26年度

◉今月のこだわり（11 ページまで）

まずは、予算全体の概要をご覧ください。 スタート！
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語解説用用
●自主財源 市が自ら徴収また
は収納できる財源（市税、使用
料など）
●依存財源 国または県などか
ら収入される財源（地方交付税、
国・県支出金、市債など）
●消費的経費 支出効果が単年
度または短期間で終わり、後年
度に形を残さない経費（物件費・
扶助費など）
●投資的経費 社会資本の整備
に要する経費（道路整備・学校
建設など）

●問い合わせ 企画財政課財政チーム☎ 0256・77・8356（直通）
企画チーム☎ 0256・77・8352（直通）

（※）借換債とは
既に発行した市債を現行の利率のものに借り換えるための
もので、借入額と返済額を歳入歳出同額で予算計上してい
ます。



産業の振興

医療福祉の充実

教育環境の充実 子育て環境の充実
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重点テーマ１ 活力ある燕（定住人口の増加）

今年度は、
３つの重点テーマに
取り組みます

●これからの燕市にとって
最も重要な課題

▲平成 26 年度の予算書。「日本一輝いて
いるまち・燕市」の実現を進めてまいります。

①定住人口の増加

②活動人口の増加

③交流・応燕
え ん

（援）
人口の増加

①・②・③を目指す施策
をすすめることで…

「日本一輝いているまち・
燕市」の実現に結びつけ
ていきます。

▼重点テーマのイメージ

・燕産業を伝承・結集・進化させ、産業の振興に取り組みます。
・医療福祉や教育・子育て環境の充実を図り、暮らしやすいまちづくりを進めます。

385 億 3,700 万円を計上した一般会計当初予算。前ページでは、予算の全体像を説明しました。
ここからは、平成 26 年度に取り組む 3 つの重点テーマについて説明し、これを実現するための具

体的な事業を掲載しています。

つばめ東京オリンピック
プロジェクト【新規】

2020 年開催の東京オリン
ピック・パラリンピックに向
け、産地としての貢献、また、
開催を契機に世界に向け燕ブ
ランドを発信していくため、
市内関係団体と協働による事
業を展開します。【商工振興
課】

191 万円26 年度予算

つばめ産業レガシー
プロジェクト【新規】

燕産地の強みである金属加
工技術を産地保有技術として
存続させるため、県と連携し
て事業を実施します。

【商工振興課】

50 万円26 年度予算

みらい
起業塾開催事業【拡充】

市内で起業を目指す人に対
して実践的セミナーを開催し
ます。また、新規起業者に対
する起業活性化支援補助金を
創設し、専門家によるコンサ
ルティング費用の一部を助成
します。

【商工振興課】

381 万円26 年度予算

燕市農業戦略
策定事業【新規】

国の新たな農業政策の決定
を受け、燕市が進める今後の
農業政策の方向性を示す新た
な農業戦略を行政・生産者団
体・農業者が一体となって策
定します。【農政課】

35 万円26 年度予算

胃がん対策事業【新規】

胃がん発症原因の一つである
ピロリ菌感染等の有無を確認す
る、胃がんリスク検査を実施しま
す。【保険年金課】

319 万円26 年度予算

後期高齢者医療人間ドック
健診費用助成事業【新規】

後期高齢者医療制度に加入
している 75 歳以上の人が受診
する、人間ドック健診費用の一
部を助成します。【保険年金課】

200 万円26 年度予算

障がい者基幹相談支援セン
ター機能強化事業【新規】

福祉総合相談支援体制推進
の第一段階として、障がい分
野の相談体制・機能の強化に
取り組みます。【社会福祉課】

2,660 万円26 年度予算

▲市内商工関連団体と協働によ
り事業の検討を行っています。

▲今年度はさらに充実した内容
で行う予定です。

慢性腎臓病（CKD）進行予防事業【拡充】

平成 25 年度から実施している腎臓病進行予防事業に新たに糖尿病性の重症化予防を加え、腎症重症
化予防対策の強化を図ります。【保険年金課】

146 万円26 年度予算

糖尿病性腎症
重症化予防事業（パイロット事業）【新規】

205 万円26 年度予算

平成 26 年度燕市当初予算
◉今月のこだわり 日本一輝いているまち・燕市を目指して

J
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ア ン ド

B
ベ テ ィ ー

etty
プロジェクト【拡充】

燕の未来を担い、次の時代
をリードする人材を育成するた
めに、ALT や英語指導助手の
継続配置、海外派遣事業等に
加え、さらに事業を拡充します。
● Jack&Betty教室（小 5～中
3）において夏休みに E

イングリッシュ

nglish 
S

サ マ ー

ummer C
キ ャ ン プ

ampを実施
●小中学校英語教員希望者に
よる Jack&Betty 教室の指導

【学校教育課】

3,075 万円26 年度予算

科学教育推進事業【新規】

燕弥彦科学教育センターと
連携し、理数教育を中心とし
た研修体制を充実・強化します。

【学校教育課】

300 万円26 年度予算

中学校学力向上対策
プロジェクト【拡充】

数学をはじめとした主要教科
について、新潟大学や長岡技
術科学大学と連携し、学力向
上を図ります。【学校教育課】

59 万円26 年度予算

病児・病後児保育
運営事業【新規】

市内小児科医院に併設し
た保育施設において、病気
の児童の一時的な保育を実
施します。

【子育て支援課】

1,822 万円26 年度予算

（仮称）燕西こども園
整備事業【新規】

燕西幼稚園と燕保育園を
統合して（仮称）燕西こど
も園に整備します。用地購
入、園舎建築設計業務委託、
地質調査を実施します。

【子育て支援課】

6,774 万円26 年度予算

吉田西太田保育園
増築・改修事業【拡充】

吉田西太田保育園を増
築・改修し、定員の増員を
図り、乳児保育を実施しま
す。園舎建築工事、保育備
品購入などを実施します。

【子育て支援課】

4 億 394 万円26 年度予算

燕キャプテン
ミーティング事業【新規】

リーダーとして大切なコミュニ
ケーション能力や課題解決能
力等を養うため、学校や活動
種目の枠を越えて、燕キャプテ
ンミーティングを行います。
●対象 部活動において中心
的な役割を担う中学生
●内容 3 日間の研修を実施
・リーダー向けの講演
・グループワーク、交流会など
【学校教育課】

22 万円26 年度予算

▲ 今 年 は 夏 休 み に English 
Summer Campを実施します。

▲更なる学力向上を図ります。

厳しさを増す財政状況の
中、いかにして人口減少に
歯止めをかけ、地域の活力
を維持・発展させることが
できるか

～住みたいまち働きたいまち燕～

続いて、今年度に取り組む
重点テーマをご覧ください。



事業名 予算額 所管課 備考

政策❶ 新しい活力を創造するまち（産業・経済）
❶ -1 ものづくり活性化への支援

①地域産業の成長力の底上げを図るため、ものづくり産業基盤の強化に向けた取り組みを支援します。
②付加価値の高い新商品・新技術開発を支援し、新たな産業分野に挑戦する企業を応援します。
③海外市場をはじめとした新たな販路と需要を開拓する企業を多方面から支援します。

地域産業の
競争力
強化戦略

つばめ産業レガシープロジェクト 50万円

商工振興課

新規

燕市ものづくり品質管理制度（TSO）運営事業 1,817万円 新規

つばめ東京オリンピックプロジェクト 191万円 新規

つばめ未来産業プロジェクト 1,269万円 拡充
医療機器産業参入支援事業 1,081万円 拡充
産地産業グローバル展開支援事業 362万円
新商品新技術開発支援事業 2,509万円

❶ -2 観光の振興

①地域資源を活かした滞在型・体験型観光を推進するため、広域連携体制の強化を図ります。
②産業と自然の地域観光資源を融合して、地域に人を呼び込む着地型観光を積極的に推進します。

地域資源を
活用した
着地型観光の
推進

燕・弥彦地域定住自立圏共生ビジョン策定事業 15万円 企画財政課 新規

観光協会補助金 2,723万円

商工振興課

拡充
地域発信型観光事業 250万円
広域連携観光推進事業 150万円
産業史料館入館者増加対策事業 41万円 拡充
産業史料館ライブラリー整備事業 45万円 拡充

❶ -3 商業・建設業の振興

①小売商業の新陳代謝や雇用創出を図るため、創業を促進するための支援を行います。
②商工会議所・商工会などと連携して、商店・商店街への効果的な支援を行います。
③厳しい経営環境におかれている市内建設業の育成と活性化を支援します。

商業・建設業
の活性化によ
る賑わいのあ
るまちづくり

みらい起業塾開催事業 381万円

商工振興課

拡充
商店街活性化事業 338万円 拡充
まちなかにぎわい創出支援事業

（つばめるしぇ開催事業） 614万円

住宅リフォーム助成事業 3,000万円 営繕建築課
❶ -4 農業の振興

①燕市の農業政策の方向性を示す新たな農業戦略を策定します。
②農作物のブランド化・販路拡大などにより、魅力ある農産物の生産拡大を図ります。
③農業の生産性の向上と省力化に向けた生産基盤の整備を促進します。
④農業従事者の高齢化や後継者不足などに対応するための取り組みを促進します。

生産基盤の
整備を促進し
農産物の
高付加価値化
を支援

燕市農業戦略策定事業 35万円

農政課

新規

（ブランド化・販路拡大）

水田農業構造改革
対策事業 1億201万円

燕市地産地消
推進事業

（農業まつり）
100万円

（生産基盤の整備）
多面的機能支払
交付金事業 7,377万円 新規

村づくり交付金事業 6,988万円 拡充

（人・農地プランの促進）

農地面的集積促進
事業費補助金 1,800万円 拡充

青年就農給付金
事業 600万円 拡充

平成26年度
分野別の主要事業一覧平成 26 年度燕市当初予算

◉今月のこだわり 日本一輝いているまち・燕市を目指して
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重点テーマ３ 魅力ある燕（交流・応援人口の増加）

重点テーマ２ 賑わいある燕（活動人口の増加）

健康づくり
マイストーリー運動【新規】

元気で生き生きとした人生を過
ごすため「いつでも・どこでも・だ
れとでも・気軽に・自分らしく・自
分のペースで・自分に合った」健
康づくりに取り組む「健康づくりマ
イストーリー運動」を実施します。
●ポイントを貯めながら健康行動
を楽しみます。ポイントで景品が
当たる抽選会、マイスターやヒー
ローの認定・表彰も行います。
●生活習慣病の改善に向けた保
健指導を実施します。
●健康づくりを通じて地域・まち
を創造する市民ネットワークを構
築します。【健康づくり課】

340 万円26 年度予算

・市民が主役の健康づくりや地域の支え合い・助け合い活動の活発化に取り組みます。
・将来にわたって輝くまち燕市であり続けるため、若者の力を活かしたまちづくりを進めます。

つばめ若者会議運営事業

若者が描いた燕市の将来像
「未来ビジョン」の実現に向けて、
アクションプランの実行に取り組
む若者会議をサポートします。
●未来ビジョンとアクションプラン
の発表会を開催
●実行に協力してくれる新規メン
バー募集
●外部ファシリテーターの活用
●若者会議が自立するための支援

【地域振興課】

375 万円26 年度予算

地域支え合い体制推進事業

地域住民が支え合い助け合う仕組みと体制づくりの構築に向け、モデ
ル地区等における実証実験を継続します。【社会福祉課】

247 万円26 年度予算

地域防災組織育成支援事業

自主防災組織や自治会代表者
に、防災に関する講義やグルー
プワークなどを行い、地域での防
災リーダーを養成します。また、
自治会・まちづくり協議会が実施
する地域防災活動の経費などを
補助し、地域防災力の向上を目
指します。

【防災課】

210 万円26 年度予算

・市有施設を活用したエリア整備基本計画の策定や観光の振興・公共交通の強化により、燕の魅力向上に取り組みます。
・燕の魅力を全国に発信し、外から燕を応援してくれる人の拡大を目指します。

（仮称）県央大橋西詰周辺地域
整備基本計画策定事業【新規】

燕市の表玄関といえる位置に
ある県央大橋西詰周辺地域につ
いて、観光交流拠点としてのあり
方（民間活力の導入を含む）を
検討し、周辺施設の有機的な連
携などを図るためのエリア整備基
本計画の策定に着手します。

【企画財政課】

1,026 万円26 年度予算

燕・弥彦地域定住自立圏
共生ビジョン策定事業【新規】

弥彦村と連携し、観光の振興
や公共交通の強化を図り、燕弥
彦地域の魅力を高める取り組み
を始めます。燕市は燕弥彦地域の
中心市として、弥彦村と連携・協
力、役割分担して、定住・交流人
口の拡大や住民の生活機能の強
化に取り組みます。【企画財政課】

150 万円26 年度予算

ふるさと燕応援事業【新規】

市外寄附者（ふるさと納税）に
対し、お礼として市特産品をプレ
ゼントすることで、燕の魅力発信
を新たに展開し、交流・応援人
口の拡大を目指します。【総務課】

30 万円26 年度予算

イメージアップ燕
推進事業【拡充】

東京ヤクルトスワローズや PR
大使と連携・協力して燕市を PR
し、市産品の販路拡大、地域活
性化に取り組みます。
●ネスパスイベントやファン感謝
DAY におけるブース出店
●つば九郎米の販売促進
●燕市 PR 大使コンサートの開催

【企画財政課・農政課ほか】

448 万円26 年度予算

都市交流連携事業【拡充】

県内外の自治体と防災に関する連携や特産品・農産物、教育分野
での相互交流を通じ、相互の発展と成長を目指します。
●東京ヤクルトスワローズカップ少年野球交流事業／●ヤクルト関係交
流 4 都市イベント（神宮球場）／●交流都市とのプラットホーム会議の
開催【企画財政課・社会教育課ほか】

455 万円26 年度予算

※予算額の千円以下は四捨五入しています。
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～市民が活動の主役となり活気あるまち燕～

～行きたいまち応援したいまち燕～

最後に、平成26年度分野別の主要事業一覧をご覧ください。



ちょっと休憩…

事業名 予算額 所管課 備考

政策❷ 未来の燕を担う子どもたちを育むまち（教育・子育て）
❷ -1 燕らしい特色のある教育の推進

①学校の枠を越えた活動を通じてリーダーとしての資質を養い、未来の燕市を担う子どもたちを育成します。
②英語教育の充実・推進を図り、子どもたちの国際性を育むとともに世界に通用する人材を育成します。
③確かな学力の向上、豊かな心の育成、健やかな体の育成などを通して、子どもたちの生きる力を育みます。

子どもたちの
学ぶ楽しさ
文化・伝統産業
への誇りと
愛着を育む教育

燕キャプテンミーティング事業 22万円
学校教育課

新規

長善館学習塾事業 99万円 拡充
Jack&Bettyプロジェクト 3,075万円 拡充
中学校学力向上対策プロジェクト 59万円 学校教育課 拡充
東京ヤクルトスワローズカップ少年野球交流事業 348万円 社会教育課 新規

❷ -2 教育環境の向上

①全国における学力実態を的確に把握し、苦手教科を克服することで学力の向上を図ります。
②子どもたちが安全で安心な環境で学び、体験し、生活できるよう教育環境の整備・充実を図ります。

学校・家庭・地域
の連携強化、
教育環境の充実、
学習意欲の向上

科学教育推進事業 300万円

学校教育課

新規

標準学力検査等の実施 895万円 拡充
学校図書館充実事業 860万円 新規
給食
センター
改築事業

西部学校給食センター改築事業
10億5,220万円

拡充
東部学校給食センター建設事業

小中学校
耐震等
改修事業

小池中学校特別教室棟改築事業

3,634万円

新規

燕中学校剣道場天井耐震改修事業 新規

燕西小学校屋内運動場
天井耐震改修事業 新規

❷ -3 子育て支援の充実

①安心して子育てができる環境を整備し、多様な保育サービスや子育て家庭へのきめ細やかな支援を行います。
②子どもの育ちに最適な環境づくりのため、施設の適正配置や充実を図ります。
③地域のニーズに応じたきめ細やかな支援の充実を図るため、子ども・子育て支援事業計画を策定します。

安心して子育て
ができる環境の
整備促進、きめ
細やかな支援の
充実・強化

病児・
病後児保育
の推進

病児・病後児保育運営事業
1,853万円

子育て支援課

新規

病後児預かり基礎講習事業

子育て環境
の充実

（仮称）燕西こども園整備事業 

6億1,743万円

新規

吉田西太田保育園増築・改修事業 拡充
子育て総合支援センター整備事業

（旧庁舎整備事業） 拡充

子ども・子育て支援事業計画策定事業 244万円 拡充

政策❸ 生きがいとやさしさを実感できるまち（健康・福祉）
❸ -1 市民が主役の健康づくり 、医療サービス・保険制度の充実

①生涯を通じた切れ目のない心と体の健康づくりへの取り組みを支援します。
②生活習慣病の発症予防・重症化予防の強化を図るとともに、医療体制の充実に努めます。

市民一人ひとり
や関係機関と連
携し、健康づくり
を社会全体が
支える環境の
構築を推進

健康づくりマイストーリー運動 340万円 健康づくり課 新規

胃がん対策事業 319万円

保険年金課

新規

糖尿病性腎症重症化予防事業    
（パイロット事業） 205万円 新規

慢性腎臓病（CKD）進行予防事業 146万円 拡充
特定健診受診率向上事業 97万円 保険年金課 拡充
広域圏病院群輪番制病院事業運営費補助金 379万円 健康づくり課 拡充

事業名 予算額 所管課 備考
❸ -2 高齢者福祉・地域福祉の充実

①高齢者の疾病の予防、早期発見、早期治療および健康の保持増進を支援します。
②高齢者が在宅で日常生活を安心・快適に過ごせるよう、地域で支え合う仕組みを構築します。
③生活困窮者に対し継続的な相談支援等を実施し、地域における自立・就労支援等の体制を構築します。

高齢者などが
地域で安心して
暮らし続ける
ことのできる
社会の構築

後期高齢者医療人間ドック健診費用助成事業 200万円 保険年金課 新規

認知症対策等総合支援事業 650万円
長寿福祉課

新規

第 6 期介護保険事業計画策定事業 240万円 新規

地域支え合い体制推進事業 247万円 社会福祉課
生活困窮者自立支援事業 373万円 社会福祉課 新規

❸ -3 障がい者福祉の充実

①障がいのある人へのきめ細かな相談支援体制の充実を図るとともに就労機会の支援に努めます。
②障がいのある人や児童が日常生活を安心して過ごせるようサービスの向上に努めます。

地域社会に
おける
共生の実現の
ための支援体制
の強化

障がい者基幹相談支援センター機能強化事業 2,660万円 社会福祉課 新規

小型家電リサイクル推進事業
（実証実験・障がい者施設連携事業） 73万円 生活環境課 新規

人工鼻（HME）購入費助成事業
（障がい者日常生活用具給付事業） 41万円

社会福祉課
新規

軽・中等度難聴児補聴器購入費助成事業 21万円 新規

燕市障がい福祉計画策定事業 222万円 新規
❸ -4 生涯学習・文化活動の充実

①子どもから高齢者まで、市民の多様な生涯学習ニーズを支援するため、推進計画の策定や施設の整備を推進します。
②更なる芸術文化活動の振興に向け、芸術や文化に触れる機会の充実を図ります。

生涯学習環境
充実と
既存施設の
有効活用

生涯学習推進計画策定事業 89万円

社会教育課

新規

社会教育
施設の
耐震改修等

中央公民館耐震改修事業

5億7,590万円

新規

吉田公民館耐震改修事業 拡充
南公民館耐震改修事業 新規

文化会館改修事業 拡充
長善館史料館活性化事業 496万円 拡充
文化会館自主事業 1,989万円 拡充

❸ -5 スポーツを通じた健康づくり活動の推進

①多様化する市民のニーズに対応し、だれでも、いつでもスポーツに親しむことのできる環境を整備します。
②アスリートとの交流や都市間交流により、スポーツへの意欲を促し競技力の向上を図ります。

スポーツに
親しむ機会の
充実・環境の
整備促進

スポーツ
施設の
耐震改修等

吉田総合体育館耐震等改修事業
6億9,235万円

社会教育課

拡充
粟生津体育センター耐震改修事業 新規

吉田武道館耐震等改修事業 拡充
体育施設指定管理 2億3,786万円 新規

東京ヤクルトスワローズカップ
少年野球交流事業［再掲］ 348万円 新規

平成 26 年度燕市当初予算
◉今月のこだわり 日本一輝いているまち・燕市を目指して
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●Column 予算ってどんな手順で作られているの？

平成 26 年度の予算編成は、前年の 10 月ころから、
約半年かけて全職員の手で行っています。
■手順①（前年 10～11 月） 新年度の予算編成に
おける基本方針などを示した「予算編成方針」が全職
員に通知されます。各担当課はこれに基づき、次年度
に必要な額を計算し、予算編成を担当する企画財政
課へ提出します。
■手順②（前年 12 月） 企画財政課は各担当課か
ら出された要求額を査定し、その後、何度も各課と協

議を重ね予算案をまとめていきます。この過程では、
予算編成作業前から継続して行ってきた「市長との政
策協議」の内容を反映させるなど、さまざまな観点か
ら取捨選択を行う最も重要なプロセスとなります。
■手順③（1～2 月） 市長自ら予算案に掲載されて
いる事業を一つ一つ精査します。市長からの必要な指
示・修正を加えて、予算案が完成します。
■手順④（3 月） 予算案は市議会で審議され、議決
を経ることで、正式な予算として成立します。
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事業名 予算額 所管課 備考

政策❹ 快適で住みやすく、愛着を感じるまち（生活環境）
❹ -1 防災と消防・救急体制の充実・強化
①地域ぐるみでの防災力の強化を図るため、防災意識の高揚と地域防災組織の育成に取り組みます。
②災害時における消防防災活動の拠点施設の整備を進めます。

防災意識の
向上による
地域防災力の
強化、消防防災拠
点の整備

地域防災組織育成支援事業 210万円
防災課

災害時備蓄品配備事業 207万円 新規
冠水危険箇所監視カメラ設置事業 271万円 土木課 新規
分水消防署改築事業 5億5,332万円 防災課

（仮称）東町公園整備事業 1億970万円 都市計画課
❹ -2 交通安全対策の充実・強化

①高齢者が交通事故に遭わない、起こさないための交通安全意識の向上を図ります。
②歩行者や自転車の安全を守るため、通学路や生活道路網の確保を主体に交通安全施設の整備を進めます。

交通事故防止
対策の強化と
交通の安全・
円滑化の推進

高齢者運転免許自主返納推進事業 160万円
生活環境課

新規

交通安全推進事業 1,395万円
交通公園施設改修等事業 610万円 都市計画課 臨時

歩道整備
の推進

灰方幹線他歩道整備事業 3,600万円
（H25繰越…

2,800万円）
土木課

新規

松橋長所線歩道整備事業
（一部 H25 繰越事業）

❹ -3 公共交通の整備促進

①公共交通関連施設を安全で安心して利用できるよう老朽化対策及びバリアフリー化対策に取り組みます。
②近隣自治体や交通事業者と共同して、広域的で誰もが利用しやすい公共交通環境を整備します。

利用者の
移動性・利便性の
向上を図り、安心
かつ快適で人に
やさしい
交通環境の形成

地域公共交通バリア解消促進事業 657万円 生活環境課 臨時
橋梁修繕事業 1億円 土木課
燕・弥彦地域定住自立圏共生ビジョン
策定事業［再掲］ 15万円 企画財政課 新規

予約制乗合ワゴン車運行事業 
（おでかけきららん号） 3,398万円

生活環境課
拡充

循環バス運行事業 （スワロー号） 984万円

政策❺ 利便性が高く、にぎわいを創るまち（都市基盤）
❺ -1 市街地環境の整備
①空き家等の適正な管理や活用を促進し、安全・安心なまちづくりにつなげます。
②子育て世代に対する住宅取得の支援により定住人口の確保を図り、魅力や活力あふれるまちづくりを推進します。
③市街地の浸水被害の防止対策を進め、災害に強いまちづくりを推進します。

空き家等の
適正管理及び
まちなか居住促進
による市街地の
賑わい回復

空き家・
空き地活用
バンク事業

空き家解体撤去費助成 1,250万円
営繕建築課

拡充
空き家改修費助成 300万円 拡充

空き家等実態調査事業 14万円
都市計画課

定住促進・まちなか支援事業 2,500万円
住宅リフォーム助成事業［再掲］ 3,000万円 営繕建築課

内水対策
の強化

須頃郷排水対策事業（一部 H25 繰越事業）
6億4,500万円

（H25繰越…
3億3,816万円）

都市計画課

本町排水区浸水対策事業 1,800万円 下水道課
❺ -2 公園・緑地の整備・充実
①防災機能を備えた公園の整備を行い、地域住民に安心と憩いの場を提供します。
②公園施設の改修を行い、安全で快適に利用できる公園を維持します。

利用者に憩いと
安心を提供する
公園の整備促進

（仮称）東町公園整備事業［再掲］ 1億970万円

都市計画課交通公園の
施設改修

交通公園サイクルモノレール
改修事業（H25 繰越事業）

2,692万円
（H25繰越…

4,520万円）

臨時

交通公園施設改修等事業［再掲］ 臨時

事業名 予算額 所管課 備考
❺ -3 道路網の整備
①緊急度・効果度を考慮しながら生活道路網や駐車場の計画的な整備を推進します。
②歩道や消雪施設の整備推進により安全・安心な交通・歩行を確保します。
③人道橋や道路橋の維持管理を計画的に進めます。

計画的な
生活道路網の
整備による
安全性・利便性の
向上

高速バス乗場駐車場整備事業 1億3,000万円

土木課

新規
吉田 95 号線道路改良事業 7,200万円

歩道整備
の推進

［再掲］

灰方幹線他歩道整備事業 3,600万円
（H25繰越…

2,800万円）

新規

松橋長所線歩道整備事業
（一部 H25 繰越事業）

消雪施設
整備の推進

道金水道町線他雪寒事業
9,600万円

新規

井土巻 16 号線雪寒事業 新規

藤見線他雪寒事業 新規

橋梁修繕事業［再掲］ 1億円
❺ -4 下水道の整備・上水道の安定供給
①計画的な施設整備を推進し、下水道普及率の向上を目指します。
②下水道施設の長寿命化を図るために、計画的な管渠の改修と処理場の改築更新を実施します。
③安全な水道水を供給するために、上水道事業の安定的な運営を目指します。

下水道の
効率的な
整備促進と
施設の適正な
維持管理の推進

公共下水道の整備（未普及対策）事業 13億4,900万円

下水道課
本町排水区管渠施設改築更新
  （長寿命化）事業 2,300万円 新規

下水道終末処理施設改築更新
（長寿命化）事業（一部 H25 繰越事業）

5億6,292万円
（H25繰越…

2億580万円）
拡充

健全で安定的な
事業運営による 
安全な
水道水の供給

水道事業経営計画の策定 320万円 水道局事業課

政策❻ 市民とともに築くまち（市民参画・行財政）
❻ -1 市民との協働・男女共同参画の推進
①若者世代のまちづくりへの参画を進め、協働のまちづくりをより一層推進します。
②市民のまちづくりへの参加を促し、行政との協働体制の確立を目指します。
③男女共同参画社会の実現に向けて意識啓発を行います。

市民との協働と
男女共同参画の
推進のための
場づくり、
活動支援及び
意識の啓発

つばめ若者会議運営事業 375万円

地域振興課

市民活動
の支援

まちづくり協議会支援事業 1,304万円
イキイキまちづくり支援事業 318万円

ハッピーパートナー企業登録推進事業 ゼロ予算

つばめ「女
ひ と

と男
ひ と

」ふれ愛フェスタ事業 60万円

女性のための相談事業 13万円
❻ -2 行財政の効率化・健全化
①本格的な地方分権時代を迎える中、あるべき燕市の将来像に向けて中長期的な視点から政策を立案します。
②時代の変化やニーズに合わせて必要なサービスを見極め、組織の活性化や民間委託の推進に取り組みながら、行政
サービスの質の向上を図ります。

安定して
持続可能な財政
運営のもと、
市民ニーズを的
確に把握したサー
ビスの質の向上

総合計画策定事業 300万円 企画財政課 新規
ふるさと燕応援事業 30万円 総務課 新規

公共施設等総合管理計画策定事業 ゼロ予算 用地管財課 新規

総合福祉台帳システム整備事業 1,500万円 総務課・長寿福祉課 新規

旧庁舎整備事業［再掲］ 10億6,605万円 企画財政課 拡充
アウトソーシングの推進

（窓口業務人材派遣委託事業） 1,368万円 総務課 拡充

平成 26 年度燕市当初予算
◉今月のこだわり 日本一輝いているまち・燕市を目指して
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（ピロリ菌などの検査）

■ 胃がんの最大の原因が、近年の研究により明らかになってきました

それは、胃の中に潜む細菌「ピロリ菌」です。ピロリ菌に感染している人が全員「胃
がん」を発症するわけではありませんが、ピロリ菌の除菌治療に成功すると、胃の炎
症が改善し、ピロリ菌感染に伴うさまざまな病気の治療や予防が期待できます。

特に、「胃がん」の発症をある程度予防できることが明らかになっています。

日本人に多いと言われている「胃がん」患
者は、およそ「12 万人（推計）」にのぼると
言われ、毎年５万人前後が亡くなっています。

この人数は昭和 48 年に初めて 5 万人を突
破して以降約 40 年間、ほぼ横ばいとなって
います。（図 1）

「胃がんリスク検診」を受けるには？？？

燕市でも「胃がんリスク検診」が開始されます。これは大変喜ばしいことです。
「胃がんリスク検診」とは血液検査でピロリ菌や慢性胃炎の程度を調べる検診で

す。なぜそれが革新的なのでしょう？
   ピロリ菌が発見されて 30 年経ち、いろいろなことが解明されました。

慢性胃炎はピロリ菌によって発症し、進行した慢性胃炎から胃がんが発生するこ
とがわかりました。ピロリ菌に感染していない人からは胃がんの発生はまれです。

そして、現在の日本の若年者はピロリ菌に感染していない人が大部分です。従来
のバリウムによる胃がん検診では、胃がんを発症する確率が極めて低い人も検査を
しますが、胃の検査は内視鏡がもっとも正確なのです。早期の胃がんもわかります
し、慢性胃炎もわかります。

40 歳を過ぎたら症状がなくても一度胃内視鏡を受けるのが理想的です。しかし
実際は難しいですよね。簡単な血液検査で胃がんが発生しやすい進行した慢性胃炎
かどうかがわかったら便利ですよね。その人に内視鏡検査をして、胃がんを早期発
見しようというのが「胃がんリスク検診」です。とにかく胃の専門医の立場から「胃
がんリスク検診」を受けることを強くお勧めします。

県立吉田病院
内科部長

八木  一芳さん

●「胃がんリスク検診」についてお話を伺いました。

■昨年２月から除菌治療の保険適用が慢性胃炎まで拡大

ピロリ菌の存在が確認されれば、おおむね 3 割負担で、除菌治療が受けられることとなりました。

◎燕市国保では「胃がん死撲滅」を目指し、新年度から特定健診（集団）受診時に、 「胃がんリスク検診」
を希望者に任意で実施することになりました。

●対象者 平成 26 年度末時点で 40 歳、45 歳、50 歳、55 歳、60 歳、65 歳の燕市国保に加入の人
※対象の人には、5 月初旬に「受診勧奨案内（はがき）」を送付します。

●実施場所 各特定健診会場（集団）で受けられます（会場については特定健診の案内をご覧ください）。
●検査方法 血液検査による『ピロリ菌抗体検査』と『ペプシノゲン法検査』

※通常、特定健診で採血する血液で検査しますので、胃がんリスク検診を受けることにより特別
な検査や時間がかかることはありません。

●自己負担金 検査にかかる費用のうち「1,000 円」を自己負担していただきます。

■胃がんリスク検診を希望する人は、特定健診と同時に検査を受けていただきます

※胃がんリスク検診のみを受けることはできません。
■この検診は胃がんにかかるリスクを調べるためのもので、胃がんを発見するためのものではありません

■下記の人は胃がんリスク検診を受けることができません

※検診を受ける前に「問診」により確認します。
①明らかな上部消化器症状があり、胃や十二指腸の疾患が強く疑われる人
②食道、胃、十二指腸疾患で治療中の人
③胃酸分泌抑制薬、とくにプロトンポンプ阻害薬を服薬中、または 2 カ月以内に服用していた人
④胃を切除した人 ⑤腎不全の人 ⑥過去にピロリ菌を除菌したことがある人

■ 胃がんリスク検診受診～その後の流れは？

■ピロリ菌抗体検査はどんな検査？…血中に含まれるピロリ菌抗体を測定し、現在胃の中にピロリ菌が存在して
いるかどうかを調べる検査。抗体が一定以上ある場合には陽性となり、ピロリ菌の感染があると考えられます。
■ペプシノゲン法検査はどんな検査？…血中に含まれる胃の消化酵素ペプシンのもとになるペプシノゲンの量を
測定する検査です。ペプシノゲン法で陽性の場合、胃の粘膜の収縮・炎症が疑われ、胃潰瘍やポリープ、胃がん
などが発生しやすい状態と考えられます。
■検査結果の内容は？…胃がんリスク検診の結果は、下記のとおり「Ａ・Ｂ・Ｃ」の 3 つに分類。リスクを把握して、
自分の胃の状態を確認することは、今後の検診の受け方や受診間隔の目安を知ることにつながります。

■今まで特定健診を受診していない人も、この機会に特定健診を受診してみてはいかがでしょうか！

「胃がんリスク検診」に関するＱ＆Ａ

対象者に
案内はがき送付
（5月初旬）

特定健診（集団）受診時に
胃がんリスク検診受診

（5～ 6月）
希望者のみ

… …
検診結果
の送付
（9月）

…

精密検査を
受けていない人は

精密検査受診状況・結果
を市に送付

（本人・医療機関）

受診勧奨案内
または電話により
再度ご案内します。

検診結果により
内視鏡検査～除菌治療

●ピロリ菌の感染はなく胃がんになる可能性は低いと思われます
しかしながら可能性はゼロではありません。胃に症状がある

場合は「かかりつけ医」に相談し、今後は定期的に胃がん（バ
リウム）検診や胃内視鏡検査を受けましょう。

●ピロリ菌の感染が認められます
今のうちに胃内視鏡検査を行い、ピロリ菌除菌治療をお勧め

します。除菌後の胃内視鏡検査はかかりつけ医の指示に従って
ください。

●胃炎の進展があり胃がんになりやすい状態です
速やかに胃内視鏡検査を行い、ピロリ菌の感染がある場合は

除菌治療をお勧めします。除菌後、1 年に 1 回程度の定期的な
胃内視鏡検査を受けましょう。

検診結果は、集団検診の結果とは別に送付されます。↑

…

…

…

Ａ

Ｂ

Ｃ

ピロリ菌抗体検査
陰性（－） 陽性（＋）

ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
検
査

陰
性
（
－
）
陽
性
（
＋
）

Ａ Ｂ

Ｃ

30,000 人

40,000 人

50,000 人

31,211人

50,673人

48,041人

49,213人
49,129人

昭和
25年

昭和
48年

平成
４年

平成
14年

平成
24年

【出所…国立がん研究センターがん対策情報センター】

胃がん死亡者数の推移（図 1）

ご注意ください！

ピロリ菌の検査を

受けよう！



●下記の世帯の人は、事前に申請することにより個人負担金が免除になります。
・生活保護世帯 ・市民税非課税世帯

●健康診査、胸部レントゲン検診を希望する人は、年齢に関係なく、受診票を必ず持ってきてください。
●19 歳以上で歯周疾患検診（歯科健診）を希望の人は、★のついている日に直接会場へおいでください。

あなたの健康
     大丈夫ですか？

毎年受けよう特定健診（燕市国民健康保険）

平成 26 年度 燕市健康診査等日程表（健康診査・胸部レントゲン検診・歯科検診）

●問い合わせ 保険年金課国保係☎ 0256･77･8132（直通）

『
特
定
健
康
診
査
』（
以
下
、
特
定
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診
）
は
、
生
活
習
慣
病
を
中
心
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険
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康
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す
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こ
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ら
の
病
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、
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特
定
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診
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受
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で
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康
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診

に
よ
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特
定
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診
時
に
、
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市
国
民
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康
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険
特
定
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診
対

象
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度
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年
齢
が
40
歳
か
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74
歳

ま
で
の
燕
市
国
民
健
康
保
険
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入
者
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※
今
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度
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齢
が
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歳
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も
、
健

診
受
診
日
の
当
日
が
74
歳
で
あ
れ
ば
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象
と
な
り
ま
す
。

※
燕
市
国
民
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康
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険
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療
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い
て

人
間
ド
ッ
ク
を
希
望
す
る
場
合

は
、
事
前
に
保
険
年
金
課
国
保
係
へ

の
申
し
込
み
が
必
要
で
、
申
し
込
み

を
し
た
人
に
は
「
人
間
ド
ッ
ク
受
診

票
」
を
発
行
し
ま
す
。

ご
自
分
で
予
約
し
た
受
診
日
に
受

診
票
を
検
診
機
関
に
提
出
す
る
と
、

助
成
後
の
金
額
で
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
助
成
金
額
は
、
１
万
８

９
０
０
円
を
限
度
と
し
て
、
オ
プ
シ

ョ
ン
部
分
を
除
く
費
用
額
の
2
分
の

1
で
す
。

※
市
で
行
う
集
団
検
診
に
よ
る
特
定

健
診
を
受
診
す
る
場
合
は
、
助
成
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

分水地区

受付時間 午前 9 時～ 10 時 30 分
午後 1 時～ 2 時

とき ところ
6 月  3 日㈫ 国上勤労者体育センター（午前のみ）
6 月  4 日㈬ 島上小学校
6 月  5 日㈭ 分水公民館
6 月  6 日㈮ 分水公民館
6 月  7 日㈯ 分水公民館（午前のみ）

★6 月  9 日㈪ 分水保健センター
★6 月10 日㈫ 分水保健センター
★6 月11 日㈬ 分水保健センター燕地区

受付時間 午前 9 時～ 10 時 30 分
午後 1 時～ 2 時

とき ところ
    5 月14 日㈬ スポーツランド燕
    5 月15 日㈭ スポーツランド燕
    5 月16 日㈮ スポーツランド燕（午前のみ）
    5 月20 日㈫ 西燕公民館
★5 月21 日㈬ 燕市民体育館
★5 月22 日㈭ 燕市民体育館
★5 月23 日㈮ 燕市民体育館
★5 月24 日㈯ 燕市民体育館（午前のみ）
    5 月26 日㈪ 燕南小学校
    5 月27 日㈫ 燕北小学校
    5 月28 日㈬ 燕西小学校
    5 月29 日㈭ 燕西小学校（午前のみ）
    5 月30 日㈮ 松長小学校（午前のみ）

吉田地区

受付時間 午前 9 時～ 10 時 30 分
午後 1 時～ 2 時

とき ところ
6 月16 日㈪ 栗生津体育センター
6 月17 日㈫ 吉田北体育センター
6 月18 日㈬ 吉田産業会館
6 月19 日㈭ 吉田産業会館
6 月20 日㈮ 吉田産業会館

   6 月22 日㈰ 吉田産業会館（午前のみ）
★6 月23 日㈪ 吉田産業会館
★6 月24 日㈫ 吉田産業会館
★6 月25 日㈬ 吉田産業会館

※ 40 ～ 74 歳の人は、特定健康診査として、加入している各医療保険者が実施することになります。
不明な点は、加入している各医療保険者にお問い合わせください。

●当日持ってくるもの

対象者 受診時必ず必要となるもの

◦19 ～ 39 歳または 75 歳以上の人
◦生活保護世帯の人
◦40 ～ 74 歳で、加入している医療保険が燕市国

民健康保険の人

・健康診査（特定健康診査）受診票
・特定健康診査等個人記録票
・質問票（※事前に記入し、当日ご持参ください）
・個人負担金（65 歳以上の人は無料）

◦40 ～ 74 歳の人で、加入している医療保険が
燕市国民健康保険以外の人
※被扶養者に限ります

◦受診券（各医療保険者発行のもの）
◦保険証

15 2013.05.01 2014.05.01 14

健康状態
チェック
しましょう！

●問い合わせ 健康づくり課健康推進係☎ 0256･77･8182（直通）
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の
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報
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鍵

●燕市役所
〒 959-0295
燕市吉田西太田
１934 番地
☎ 0256·92·1111

（代表）
ＦＡＸ 0256·92·2112

（代表）
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2014 燕三条産業カレンダー ※下線の付いている日は産業カレンダーの休日。

  5 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

  6 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

公
営
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す

申
し
込
み
が
多
数
の
場
合

は
、
選
考
も
し
く
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

●
募
集
住
宅

○
市
営
桃
山
住
宅
…
１
戸
／

６
・
６
・
4.5
・
Ｄ
Ｋ
／
昭
和

53
年
建
設
／
１
万
５
２
０
０

円
～
２
万
９
９
０
０
円
／
非

水
洗
ト
イ
レ

○
市
営
南
吉
田
駅
前
住
宅
…

１
戸
／
６
・
６
・
６
・
4.5
・

Ｋ
／
平
成
４
年
建
設
／
２
万

２
６
０
０
円
～
４
万
４
３
０

０
円
／
水
洗
ト
イ
レ

○
市
営
興
野
住
宅
…
１
戸
／

６
・
６
・
4.5
・
Ｄ
Ｋ
／
昭
和

55
年
建
設
／
１
万
５
９
０
０

円
～
３
万
１
２
０
０
円
／
非

水
洗
ト
イ
レ

○
県
営
花
園
町
住
宅
…
１
戸

／
６
・
4.5
・
Ｄ
Ｋ
／
昭
和
49

年
建
設
／
１
万
１
６
０
０
円

～
１
万
８
８
０
０
円
／
非
水

洗
ト
イ
レ

●
入
居
資
格

住
宅
に
困
窮

し
て
い
る
／
同
居
親
族
が
い

る
／
所
得
が
月
額
15
万
８
０

０
０
円
以
下
（
高
齢
者
世

帯
・
障
が
い
者
世
帯
・
小
学

校
就
学
前
の
子
ど
も
同
居
世

帯
な
ど
の
場
合
は
21
万
４
０

０
０
円
以
下
）

※
県
営
花
園
町
住
宅
は
単
身

入
居
が
可
能
で
す
。
単
身
入

居
要
件
は
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
で
す
。

60
歳
以
上
の
人
／
身
体
障
が

い
者
１
級
～
４
級
、
精
神
障

が
い
者
１
級
～
３
級
の
人
／

生
活
保
護
被
保
護
者
／
配
偶

者
な
ど
か
ら
の
暴
力
被
害
者

ほ
か

※
市
営
南
吉
田
駅
前

住
宅
、
県
営
花
園
町
住
宅
希

望
で
駐
車
場
（
有
料
）
を
利

用
す
る
人
は
、
入
居
手
続
時

に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
申
込
期
限

５
月
15
日
㈭

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

営
繕
建
築
課
公
営
住
宅
係
☎

０
２
５
６
・
77
・
８
２
８
７

（
直
通
）

尾
瀬
子
ど
も

サ
ミ
ッ
ト

参
加
者
募
集

平
成
26
年
度

「
尾
瀬
サ
ミ
ッ
ト
」

小
中
学
生
３
県
交
流
事
業

新
潟
、
福
島
、
群
馬
の
小

中
学
生
が
尾
瀬
に
集
ま
り
、

３
泊
４
日
の
日
程
で
貴
重
な

自
然
環
境
や
環
境
保
護
の
あ

り
方
に
つ
い
て
学
習
す
る
こ

と
で
環
境
問
題
に
対
す
る
認

識
を
深
め
、
ま
た
３
県
小
中

学
生
の
交
流
を
深
め
る
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
を
広
く
県
内
か
ら

募
集
す
る
こ
と
に
よ
り
、
環

境
保
護
活
動
に
つ
い
て
県
民

の
意
識
啓
発
を
図
り
ま
す
。

●
活
動
内
容

自
然
保
護
活

動
、
動
植
物
の
観
察
、
交
流

会
、
全
体
発
表
会
、
知
事
報

告
会

●
募
集
人
数

 

20
人

●
募
集
方
法

募
集
は
公
募

と
し
ま
す
。
参
加
者
は
、
次

の
条
件
の
す
べ
て
を
満
た
す

児
童
・
生
徒
と
し
ま
す
。

①
県
内
に
在
住
す
る
小
学
校

５
・
６
年
生
お
よ
び
中
学
校

１
年
生
か
ら
３
年
生
（
中
等

教
育
学
校
前
期
課
程
生
徒
を

含
む
）

②
活
動
の
全
日
程
に
一
人
で

参
加
で
き
る
人

③
３
泊
４
日
の
尾
瀬
で
の
生

活
に
耐
え
ら
れ
る
人

④
動
植
物
、
自
然
保
護
な
ど

に
関
心
の
あ
る
人

⑤
過
去
に
参
加
し
て
い
な
い

人

※
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
な
ど
に

よ
り
参
加
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
応
募
方
法

在
籍
す
る
学

校
か
ら
募
集
要
項
を
も
ら

い
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
５
月
28
日
㈬
ま
で
に
学

校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
参
加
者
の
決
定

県
生
涯

学
習
推
進
課
が
参
加
者
を
決

定
し
、
６
月
中
旬
に
通
知
し

ま
す
。

●
参
加
費

１
万
円
（
集
合

場
所
ま
で
の
交
通
費
、
参
加

者
装
備
品
お
よ
び
軽
食
な
ど

は
自
己
負
担
）

●
と
き

７
月
29
日
㈫
～
８

月
１
日
㈮

３
泊
４
日

●
と
こ
ろ

尾
瀬
沼
周
辺

（
宿
泊
場
所
…
尾
瀬
沼

ヒ
ュ
ッ
テ
）

●
問
い
合
わ
せ

県
教
育
庁

生
涯
学
習
推
進
課
生
涯
学
習

振
興
係
☎
０
２
５
・
２
８

０
・
５
６
１
６

●市役所開庁案内
月曜日～金曜日の
午 前８時 30 分 ～
午後５時 15 分（祝
日、 休日、 年 末 年
始を除く）
●燕市ホームページ
www.city.
tsubame.niigata.jp
●広報つばめへの
ご意見をお寄せくだ
さい（地域振興課
広報広聴係まで）。
☎ 0256·77·8363

（直通）
ＦＡＸ 0256·77·8305
電子メール koho@
c i t y . t s u b a m e .
niigata.jp
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区 分 第１次試験 第２次試験 第３次試験 試験案内の公表 受験申込の受付期間

前期試験 6 月 15 日㈰ 7 月上旬 8 月上旬 5 月 1 日㈭ 5 月 1 日㈭～ 21 日㈬

後期試験 9 月 21 日㈰ 10 月中旬 11 月下旬 8 月 1 日㈮ 8 月 1 日㈮～ 28 日㈭

●試験日・受付期間など

●受験申込の受付はいずれも土、日曜日、祝日を除く、午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで総務課（市役所
3 階 4 番窓口）で行っています（郵送の場合も締切日必着）。
●第 1 次試験日および受験申込の受付期間以外は、現時点での予定であり変更になる場合があります。

市では、平成 27 年 4 月 1 日採用予定の燕市職員を募集します。試験内容や申込方法などの詳細については、
試験案内をご覧ください。試験案内は、燕市ホームぺージからダウンロードできるほか、総務課人事係（市役所
３階４番窓口）に用意してあります。

燕市職員を募集します（平成 27 年４月採用）

●試験職種および採用予定人員など

日程 区 分 試験職種 採用予定人員 受 験 資 格

前
期
試
験

大学卒業程度
一般行政 15人程度 昭和 60 年 4 月 2 日から平成 5 年 4 月 1 日までに生まれた人

※ただし、試験職種の土木は、土木に関する専門科目を履修
した人（平成 27 年 3 月 31 日までに履修する見込みの人も含
む）を対象とします。土 木 若干名

資格免許職 保健師 若干名
昭和 60 年 4 月 2 日から平成 5 年 4 月 1 日までに生まれた人
で保健師免許を有している人 ( 平成 27 年 3 月 31 日までに取
得する見込みの人も含む )

後
期
試
験

高校卒業程度
一般事務

8 月１日に
公表します

平成 5 年 4 月 2 日から平成 9 年 4 月 1 日までに生まれた人
※ただし、試験職種の土木は、土木に関する専門科目を履修
した人（平成 27 年 3 月 31 日までに履修する見込みの人も含
む）を対象とします。土 木

資格免許職 保育士・
幼稚園教諭

昭和 60 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、保育士資格と幼稚
園教諭免許の両方を有している人（平成 27 年 3 月 31 日まで
に取得見込みの人も含む）

●大学卒業程度または高校卒業程度とは、大学卒業程度または高校卒業程度の学力を必要とすることを意味する
もので、受験資格を満たしていれば、最終学歴に関わらず受験できます。
●試験職種を重複しての受験はできません。 ●試験職種、採用予定人員は変更になる場合があります。

日程 区 分 試験職種 第１次試験 第２次試験 第３次試験

前
期
試
験

大学卒業程度
一般行政 ◦教養試験

◦作文試験 ◦性格診断
◦面接試験

◦面接試験
◦適性力評価

土 木 ◦専門試験
◦作文試験 ◦面接試験

資格免許職 保健師

後
期
試
験

高校卒業程度

一般事務

◦教養試験
◦作文試験
◦性格診断
◦面接試験

◦面接試験 －

土 木

◦専門試験
◦作文試験
◦性格診断
◦面接試験

◦面接試験 －

免許資格職 保育士・
幼稚園教諭

◦専門試験
◦作文試験

◦性格診断
◦面接試験

◦面接試験
◦実技試験

●試験科目

●高校卒業程度（後期試験）の職種は、第２次試験が最終試験です。その他職種は第３次試験が最終試験となります。
●各職種ともに作文試験は、第２次試験として評価します。
●試験科目などは現時点での予定であり変更になる場合があります。

●受験申込・問い合わせ

総務課人事係☎ 0256・77・8318（直通）

●燕市職員採用試験 2015
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長
寿
農
園
の

会
員
を

募
集
し
ま
す

農
作
物
や
草
花
な
ど
を
栽

培
し
て
、
土
や
緑
な
ど
大
地

に
親
し
み
、
運
動
不
足
を
解

消
し
、
会
員
皆
さ
ん
の
交
流

な
ど
を
通
じ
て
生
き
が
い
づ

く
り
や
健
康
づ
く
り
、
菜
園

づ
く
り
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

●
申
し
込
み

随
時
受
付

●
農
園
場
所

白
山
町
三
丁

目
２
６
７
７
、
２
６
７
８
番

地●
互
助
会
費

年
３
０
０
０

円
（
１
区
画
、
約
15
坪
の
利

用
を
含
む
）

●
対
象
者

市
内
在
住
で
野

菜
や
草
花
の
栽
培
に
興
味
の

あ
る
60
歳
以
上
の
人

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

老
人
ク
ラ
ブ
と
き
わ
会
（
田

中
）
☎
０
２
５
６
・
62
・
６

６
２
８

市
民
農
園
の
追
加

募
集
を
し
ま
す
！

３
月
に
募
集
し
ま
し
た
市

民
農
園
の
区
画
に
空
き
が
あ

り
ま
す
の
で
、
追
加
募
集
を

し
ま
す
。
野
菜
や
草
花
な
ど

を
栽
培
し
て
、
土
や
緑
な
ど

の
自
然
に
ふ
れ
あ
い
な
が
ら

自
家
用
野
菜
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
募
集
期
限

５
月
30
日
㈮

●
農
園
場
所

白
山
町
三
丁

目
２
５
８
８
番
地
２
（
中
央

公
園
脇
）

●
使
用
料

年
間
７
０
０
０

円
（
中
途
契
約
の
場
合
は
月

割
り
と
な
り
ま
す
）

●
対
象
者

市
内
在
住
で
農

業
者
以
外
の
人

●
募
集
区
画
数

９
区
画

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

農
政
課
生
産
振
興
係
☎
０
２

５
６・77・８
２
４
５（
直
通
）

情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
制
度

審
議
会
委
員
を

募
集
し
ま
す

市
で
は
、
情
報
公
開
・
個

人
情
報
保
護
制
度
を
施
行
し

て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
の
公
正
で
円
滑

な
運
営
と
改
善
に
つ
い
て
広

く
意
見
を
求
め
る
た
め
に
、

「
燕
市
情
報
公
開
・
個
人
情

報
保
護
制
度
審
議
会
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
情
報
の
公
開
や

個
人
情
報
の
保
護
な
ど
に
深

い
理
解
と
熱
意
を
持
つ
審
議

会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
審
議
会
の
内
容

市
長
の

諮
問
に
応
じ
、
情
報
公
開
制

度
や
個
人
情
報
保
護
制
度
に

関
す
る
基
本
的
事
項
を
調

査
、
審
議
し
ま
す
。
／
情
報

公
開
制
度
や
個
人
情
報
保
護

制
度
の
改
善
に
関
す
る
事
項

に
対
し
、
市
長
や
そ
の
ほ
か

の
実
施
機
関
に
意
見
を
述
べ

ま
す
。

●
募
集
人
数

２
人

※
審
議
会
の
委
員
は
10
人
以

内
で
す
。
公
募
委
員
の
ほ
か

学
識
経
験
を
有
す
る
皆
さ
ん

を
含
め
て
組
織
し
ま
す
。

●
応
募
資
格

市
内
在
住
で

20
歳
以
上
の
人

●
申
込
期
限

５
月
19
日
㈪

●
申
込
方
法

応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

●
委
員
の
決
定

選
考
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

総
務
課
総
務
係
☎
０
２
５

６・77・８
３
１
２
（
直
通
）

分
水
良
寛
史
料
館

催
し
案
内

春
の
特
別
展
記
念
講
演
会
な

ら
び
に
鑑
賞
会

春
の
特
別
展
「
良
寛
と

有う
が
ん願

」
展
の
記
念
講
演
会
と

鑑
賞
会
を
開
催
し
ま
す
。
良

寛
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

有
願
と
は
ど
ん
な
人
物
か
、

良
寛
と
の
関
係
は
な
ど
な

ど
、
興
味
深
い
話
を
有
願
研

究
の
第
一
人
者
か
ら
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
講

演
終
了
後
に
鑑
賞
会
も
行
い

ま
す
。
国
重
要
文
化
財
、
新

潟
県
文
化
財
な
ど
の
貴
重
な

良
寛
遺
墨
と
、
独
特
な
雰
囲

気
を
醸
す
有
願
の
作
品
を
ご

鑑
賞
く
だ
さ
い
。

●
と
き

５
月
11
日
㈰

午

後
１
時
30
分
～
３
時

●
と
こ
ろ

分
水
商
工
会
館

●
講
師

加
藤
僖
一
さ
ん

（
全
国
良
寛
会
副
会
長
、
有

願
会
顧
問
、 

新
潟
大
名
誉
教

授
）

●
演
題
「
良
寛
と
有
願
和

尚
」

●
参
加
方
法

入
場
自
由

（
事
前
申
込
不
要
）

●
参
加
費

無
料

※
講
演
終
了
後
史
料
館
へ
移

動
し
て
鑑
賞
会
（
講
演
受
講

し
た
人
の
史
料
館
入
館
は
無

料
）

●
問
い
合
わ
せ

分
水
良
寛

史
料
館
☎
０
２
５
６
・
97
・

２
４
２
８

土
曜
サ
ロ
ン
・

読
書
を
ほ
ん
と
う

に
楽
し
む
会

読
書
好
き
な
人
々
が
集

い
、
感
想
を
語
り
合
い
、
読

書
の
楽
し
さ
を
分
か
ち
合
う

会
で
す
。
今
回
は
上
野
正
比

古
／
詠
著
『
新
万
葉
集
読

本
』
よ
り
「
額
田
王
ほ
か
」

を
読
み
ま
す
。

●
と
き

５
月
17
日
㈯

午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
と
こ
ろ

燕
市
立
図
書
館

●
参
加
費

１
０
０
円
（
資

料
代
）

●
問
い
合
わ
せ

燕
市
立
図

書
館
☎
０
２
５
６
・
62
・
２

７
２
６

田
植
え
イ
ベ
ン
ト

参
加
者
募
集
！

「
酒
呑
童
子
」が
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
に
登
場

８
年
目
を
迎
え
た
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
は
、
農
業
体
験
を
通

じ
て
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ

う
と
、
燕
市
景
観
作
物
推
進

協
議
会
の
主
催
で
、
40
ア
ー

ル
の
水
田
を
利
用
し
て
行
わ

れ
ま
す
。

今
年
は
燕
市
に
ゆ
か
り
の

あ
る
伝
説
の
鬼
「
酒
呑
童

子
」
を
描
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
田
植

え
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き

５
月
18
日
㈰

午

前
８
時
45
分
～（
小
雨
決
行
）

●
と
こ
ろ

吉
田
ふ
れ
あ
い

広
場
西
側
の
田
ん
ぼ

※
参
加
申
込
は
不
要
で
す
。

田
植
え
の
で
き
る
服
装
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

燕
市
景
観

※
各
回
午
前
９
時
～
正
午

●
と
こ
ろ

集
合
・
解
散
…

道
の
駅
「
国
上
」
ま
た
は
分

水
ビ
ジ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
／
コ
ー
ス
…
国
上
山
周

辺
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

（
歩
行
時
間
１
～
２
時
間
）

※
開
催
内
容
に
応
じ
て
変
わ

り
ま
す
。

●
ガ
イ
ド

増
田
道
男
さ

ん
（
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）

●
募
集
人
数

15
人
程
度

（
先
着
順
）

●
参
加
費

５
０
０
円
（
保

険
料
、
飲
み
物
（
水
）、
お

や
つ
、
資
料
作
成
費
、
郵
送

料
な
ど
）
※
た
だ
し
、
ク
ラ

フ
ト
代
金
や
カ
ン
ジ
キ
代
は

別
途
徴
収
し
ま
す
。

●
申
込
方
法

電
話
、
フ
ァ

ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
に
て
各

回
開
催
３
日
前
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

燕
市
観
光
協
会
☎
０
２
５

６
・
64
・
７
６
３
０
／

フ
ァ
ク
ス
０
２
５
６
・

64
・
７
６
３
８
／
電
子
メ
ー

ルtsubam
e-kankou@

za.w
akw

ak.com

作
物
推
進
協
議
会
（
西
蒲
原

土
地
改
良
区
南
地
区
事
務
所

内
）
☎
０
２
５
６
・
93
・
３

０
３
８

ス
ワ
ロ
ー
ズ
・

ラ
イ
ス
フ
ァ
ー
ム

田
植
え
イ
ベ
ン
ト

参
加
者
募
集
！

プ
ロ
野
球
・
東
京
ヤ
ク
ル

ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
と
燕
市
と
の

交
流
も
４
年
目
を
迎
え
、
毎

年
好
評
の
田
植
え
イ
ベ
ン
ト

を
今
年
も
実
施
し
ま
す
。

当
日
は
東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス

ワ
ロ
ー
ズ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

で
燕
市
Ｐ
Ｒ
隊
鳥
（
長
）
の

「
つ
ば
九
郎
」
も
参
加
し
ま

す
。

●
と
き

５
月
24
日
㈯

午

前
11
時
30
分
～（
小
雨
決
行
）

●
と
こ
ろ

Ｊ
Ａ
越
後
中
央

燕
支
店
前
の
田
ん
ぼ
（
東
太

田
）

●
内
容

田
植
え
体
験
／

「
つ
ば
九
郎
Ｅ
Ｃ
Ｏ
カ
ッ
プ
」

「
つ
ば
九
郎
米
」な
ど
の
販
売

※
参
加
申
込
は
不
要
で
す
。

田
植
え
の
で
き
る
服
装
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

農
政
課
農

政
企
画
係
☎
０
２
５
６
・

77
・
８
２
４
２
（
直
通
）

史
跡
・

文
化
財
め
ぐ
り

燕
市
郷
土
史
研
究
会
連
合

会
員
に
よ
る
解
説
で
、
阿
賀

野
川
沿
線
の
文
化
財
を
訪
ね

ま
す
。
こ
の
機
会
に
郷
土
の

歴
史
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ

ん
か
。

●
と
き

６
月
１
日
㈰

午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
こ

ろ●
集
合
場
所

総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
、
吉
田
公
民
館
、
分

水
公
民
館

●
定
員

40
人

●
参
加
費

３
０
０
０
円

（
昼
食
代
、
保
険
料
含
む
）

●
主
な
見
学
先

梅
護
寺
、

越
後
府
跡
、
水
原
代
官
所
な

ど

●
申
込
方
法

申
し
込
み
先

ま
で
電
話
ま
た
は
直
接
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
５
月
23
日
㈮
ま
で
に
社
会

教
育
課
文
化
振
興
係
（
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
内
）、
吉
田

公
民
館
、
分
水
公
民
館
へ
参

加
費
を
納
入
し
て
く
だ
さ

い
。

●
申
込
受
付

５
月
７
日
㈬

午
前
８
時
30
分
か
ら

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

（
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
２
５
６
・
63
・
７
０
０

２
分
水
公
民
館
か
ら

の
お
知
ら
せ

５
月
分
水
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示

の
ご
案
内

●
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
久
賀
美

分
水
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
華
、

笹
子
俳
句
会

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
久
賀
美

分

水
切
り
絵
村
、
日
本
画
の
会

●
信
濃
川
大
河
津
資
料
館

分
水
拓
本
研
究
会
、
分
水
切

り
絵
村

●
分
水
公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ど
ろ
ん
子
会

●
問
い
合
わ
せ

分
水
公
民

館
☎
０
２
５
６
・
97
・
２
７

０
３済

生
会
三
条
病
院

第
26
回
健
康
教
室

今
年
度
、
初
回
の
健
康
教

室
で
す
。
動
き
や
す
い
身
支

度
で
、
お
集
ま
り
く
だ
さ

い
。
Ｇ
Ｏ
！

Ｇ
Ｏ
！

健

康

済
生
会
！

●
と
き

５
月
20
日
㈫

午

後
２
時
30
分
～
３
時
30
分 

（
受
付
…
午
後
２
時
～
） 

●
と
こ
ろ

済
生
会
三
条
病

院
講
義
室

●
内
容

・
お
は
な
し
と
体
験
し
よ
う

「
歩
行
補
助
具
っ
て
な
ぁ

に
？
」
い
い
杖
っ
て
ど
ん
な

の
??

ど
ん
な
歩
行
器
が
い

い
の
?? 

…
室
井
和
人
（
理

学
療
法
士
）

・
い
き
い
き
体
操
…
坂
井
秀

和
（
理
学
療
法
士
）

●
参
加
費

無
料

●
事
前
申
込

不
要

●
問
い
合
わ
せ

済
生
会
三

条
病
院
地
域
医
療
連
携
室
☎

０
２
５
６
・
33
・
１
５
５
１

里
山
エ
コ
・
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

～
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

と
歩
く
国
上
山
～

●
と
き
・
内
容

①
５
月
18
日
㈰
…
「
新
緑
の

里
山
散
策
～
春
の
国
上
山
に

は
？
？
？
が
い
っ
ぱ
い
、
低

山
歩
き
の
楽
し
さ
発
見
！
～

②
８
月
３
日
㈰
…
里
山
散
策

と
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
～

拾
っ
た
素
材
を
使
っ
て
○
△

□
を
作
ろ
う
～

③
９
月
10
日
㈬
…
森
の
仕
組

み
と
働
き
を
知
ろ
う
～
私
た

ち
の
暮
ら
し
と
里
山
の
関

係
ー
今
と
昔
の
変
化
～

④
11
月
16
日
㈰
…
探
検
！

紅
葉
の
国
上
山
～
紅
葉
の
個

性
、
葉
は
な
ぜ
色
づ
く
？
～

⑤
平
成
27
年
１
月
25
日
㈰
…

冬
の
里
山
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
～

新
発
見
！

冬
の
国
上
山
を

カ
ン
ジ
キ
で
歩
こ
う
～

⑥
平
成
27
年
３
月
29
日
㈰
…

早
春
の
里
山
散
策
～
雪
割
草

だ
け
じ
ゃ
な
い
早
春
の
国
上

山
、
里
山
を
彩
る
花
の
数
々

～

▲今年の田んぼアートは
酒呑童子です。
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市
民
・
勤
労
者

医
学
講
話

燕
労
災
病
院
で
は
、
次
の

と
お
り
市
民
・
勤
労
者
医
学

講
話
を
開
催
し
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
内
容

心
不
全
っ
て
な

に
？

●
講
師

宮
北
靖
（
循
環
器

内
科
部
長
）
／
坂
井
和
泉

（
慢
性
心
不
全
看
護
認
定
看

護
師
）

●
と
き

５
月
13
日
㈫

午

後
６
時
30
分
～

●
と
こ
ろ

燕
労
災
病
院
外

来
ホ
ー
ル

●
参
加
費

無
料

●
事
前
申
込

不
要

●
問
い
合
わ
せ

燕
労
災
病

院
総
務
課
☎
０
２
５
６
・

64
・
５
１
１
１

看
護
の
日
の

イ
ベ
ン
ト

５
月
12
日
は
『
看
護
の

日
』
で
す
。
今
年
は
５
月
11

日
か
ら
17
日
ま
で
が
『
看
護

週
間
』
と
な
り
ま
す
。
燕
労

災
病
院
で
は
、
看
護
ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ア
と
健
康
フ
ェ
ア
を

行
い
ま
す
。

健
康
フ
ェ
ア

●
と
き

５
月
13
日
㈫

午

前
９
時
30
分
～
正
午

●
場
所

燕
労
災
病
院
外
来

ホ
ー
ル

●
内
容

体
脂
肪
測
定
、
血

圧
測
定
、
骨
強
度
測
定
、
血

管
年
齢
測
定
、
健
康
相
談
、

栄
養
相
談
、
介
護
用
品
展
示

●
参
加
費

無
料

看
護
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア

●
と
き

５
月
17
日
㈯

午

前
９
時
30
分
～
正
午

●
と
こ
ろ

チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー

な
ん
じ
ゃ
村
燕
店

●
内
容

体
脂
肪
測
定
、
血

圧
測
定
、
骨
強
度
測
定
、
血

管
年
齢
測
定
、
健
康
相
談
、

医
療
福
祉
相
談
、
栄
養
相
談

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習

●
参
加
費

無
料

●
問
い
合
わ
せ

燕
労
災
病

院
総
務
課
☎
０
２
５
６
・

64
・
５
１
１
１

75
歳
以
上
の

人
な
ど
の『
人
間

ド
ッ
ク
健
診
』

費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す

今
年
度
か
ら
新
潟
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被

保
険
者
（
75
歳
以
上
の
人
お

よ
び
65
歳
～
74
歳
の
加
入

者
）
で
燕
市
内
に
住
所
の
あ

る
人
を
対
象
と
し
て
、
疾
病

の
予
防
、
早
期
発
見
お
よ
び

早
期
治
療
、
健
康
の
保
持
増

進
を
図
る
た
め
、
人
間
ド
ッ

ク
健
診
を
受
け
ら
れ
た
人
に

対
し
、
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

※
人
間
ド
ッ
ク
へ
の
申
し
込

み
は
各
自
で
申
し
込
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。

※
人
間
ド
ッ
ク
健
診
費
用
助

成
の
た
め
の
事
前
の
申
し
込

み
な
ど
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
領
収
書
な
ど
の
申
請

に
必
要
な
も
の
を
添
え
て
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

●
助
成
対
象
者
（
次
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
人
）

・
人
間
ド
ッ
ク
健
診
を
受
診

す
る
日
に
お
い
て
新
潟
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

被
保
険
者
で
燕
市
内
に
住
所

を
有
す
る
人

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

を
滞
納
し
て
い
な
い
人

・
市
の
健
康
診
査
を
受
け
て

い
な
い
人

※
市
で
行
う
健
康
診
査
を
受

け
た
人
は
人
間
ド
ッ
ク
健
診

費
用
助
成
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

●
助
成
金
額
お
よ
び
支
給
回

数 

人
間
ド
ッ
ク
健
診
に
係

る
費
用
の
う
ち
1
万
円
を
限

度
と
し
、
1
年
度
に
つ
き
1

回
限
り
と
な
り
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

受

診
機
関
が
発
行
し
た
人
間

ド
ッ
ク
健
診
の
領
収
書
（
受

診
者
氏
名
、
受
診
年
月
日
、

健
診
費
用
額
、
受
診
機
関
名

の
わ
か
る
も
の
）
／
助
成
金

の
振
込
先
口
座
の
わ
か
る
も

の
（
預
金
通
帳
な
ど
）
／
印

鑑
（
認
印
）
／
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
／
助
成
金

支
給
申
請
書
お
よ
び
請
求
書

（
申
請
書
・
請
求
書
は
申
請

場
所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
）

●
申
請
場
所

保
険
年
金
課

年
金
医
療
係
（
市
役
所
１
階

13
番
窓
口
）

※
申
請
書
類
は
受
診
を
し
た

年
度
の
末
日
（
3
月
31
日
）

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
※
市
で
行
う
健
康
診
査

と
の
重
複
受
診
は
で
き
ま
せ

ん
。
※
脳
ド
ッ
ク
な
ど
の
オ

プ
シ
ョ
ン
部
分
の
助
成
は
行

い
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

保
険
年
金

課
年
金
医
療
係
☎
０
２
５

６・77・８
１
３
３
（
直
通
）

協
会
け
ん
ぽ
の
被

扶
養
者（
ご
家
族
）

で
40
歳
～
74
歳
の

皆
さ
ん
へ

平
成
26
年
度
の
『
特
定
健

康
診
査
受
診
券
』
を
4
月
中

に
お
送
り
し
ま
し
た
。

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協

会
け
ん
ぽ
）
で
は
、
40
歳
か

ら
74
歳
の
ご
家
族
を
対
象
に

特
定
健
康
診
査
（
以
下
「
特

定
健
診
」）
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
対
象
の
人
は
、
市
町

村
が
実
施
す
る
集
団
健
診
会

場
で
受
診
す
る
こ
と
が
で

き
、
基
本
的
な
健
診
の
み
の

場
合
は
、
健
診
費
用
が
無
料

と
な
り
ま
す
。

お
勤
め
の
人
の
ご
自
宅

へ
、
ご
家
族
の
『
特
定
健
康

診
査
受
診
券
』（
以
下
「
受

診
券
」）
を
4
月
に
お
送
り

し
ま
し
た
の
で
、
特
定
健
診

を
受
診
の
際
に
は
、必
ず「
受

診
券
」「
保
険
証
」「
自
己
負

担
金
（
詳
細
な
健
診
が
必
要

な
場
合
）」
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

な
お
、
退
職
な
ど
に
よ
り

保
険
証
を
使
え
な
い
場
合

は
、「
受
診
券
」
も
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
平
成
26
年
1
月
以
降
、
新

た
に
協
会
け
ん
ぽ
に
加
入
し

た
人
ま
た
は
保
険
証
の
記
号

番
号
が
変
更
に
な
っ
た
人
は

「
受
診
券
」
の
交
付
申
請
が

必
要
で
す
。
受
診
さ
れ
る
日

ま
で
に
十
分
な
余
裕
を
持
っ

て
、
協
会
け
ん
ぽ
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※
特
定
健
診
は
、
協
会
け
ん

ぽ
と
契
約
し
て
い
る
健
診
実

施
機
関
で
も
受
診
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ

協
会
け
ん

ぽ
新
潟
支
部
保
健
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
５
・
２
４
２
・
０
２

６
４た

い
肥

『
せ
ん
て
い
君
』を

差
し
上
げ
ま
す

せ
ん
定
枝
か
ら
作
る
た
い

肥
『
せ
ん
て
い
君
』
を
無
料

で
差
し
上
げ
ま
す
。
配
布
日

当
日
、
せ
ん
定
枝
リ
サ
イ
ク

ル
施
設
で
、
備
え
付
け
の
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

係
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
事
前
に
申
請
書
が
必

要
な
人
は
、
㈱
吉
田
環
境
衛

生
公
社
、
生
活
環
境
課
の
窓

口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き

５
月
17
日
㈯

午

前
８
時
～
午
後
３
時

●
と
こ
ろ

せ
ん
定
枝
リ
サ

イ
ク
ル
施
設
（
吉
田
本
町
）

●
注
意
事
項

１
世
帯
１
０

０
㎏
程
度
ま
で
。
希
望
者
多

数
の
場
合
、
調
整
を
行
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
／
袋
に
詰

め
る
人
は
、
丈
夫
で
大
き
い

袋
を
用
意
し
、
必
ず
２
人
以

上
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
／

特
に
午
前
８
時
過
ぎ
と
午
後

３
時
前
は
混
雑
し
ま
す
。
／

次
回
は
６
月
21
日
㈯
の
予
定

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

㈱
吉
田
環

境
衛
生
公
社
☎
０
２
５
６
・

93
・
２
６
９
３
／
生
活
環
境

課
環
境
政
策
係
☎
０
２
５

６・77・８
１
６
７
（
直
通
）

分
水
地
区

市
民
登
山

参
加
者
募
集
！

●
と
き

６
月
８
日
㈰

●
集
合
・
出
発

分
水
総
合

体
育
館
（
裏
の
大
駐
車
場
）

午
前
５
時
集
合
出
発

●
行
き
先

蔵ざ
お
う
さ
ん

王
山
（
１
８

４
１
ｍ
）
…
冬
の
樹
氷
と
エ

メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
水
を

た
た
え
た
御
釜
が
有
名
な
、

雄
大
な
火
山
群
を
歩
い
て
み

ま
し
ょ
う
。

●
参
加
費

一
人
６
０
０
０

円（
交
通
費
、保
険
料
ほ
か
）

●
定
員

25
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み

５
月
12
日
㈪

よ
り
受
け
付
け
ま
す
。
分
水

総
合
体
育
館
へ
参
加
費
を
添

え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

分
水
山
岳

会
（
市
川
）
☎
０
８
０
・
２

０
４
１
・
５
７
１
３

木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
費
・

耐
震
設
計
費
・

耐
震
改
修
費
を

補
助
し
ま
す

燕
市
内
の
昭
和
56
年
以
前

に
建
築
さ
れ
た
１
戸
建
て
の

住
宅
を
対
象
に
、
耐
震
診
断

費
・
耐
震
設
計
費
・
耐
震
改

修
費
を
補
助
し
ま
す
。

※
耐
震
設
計
・
改
修
は
耐
震

診
断
済
で
あ
り
、
所
定
の
評

価
に
達
し
て
い
な
い
住
宅
が

対
象
で
す
。
詳
し
く
は
営
繕

建
築
課
備
え
の
チ
ラ
シ
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
問

い
合
わ
せ
に
よ
り
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

●
補
助
対
象
者

・
住
宅
の
所
有
者
ま
た
は
所

有
者
の
親
族

・
燕
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

●
耐
震
診
断
の
補
助
額

７

～
11
万
円

※
高
齢
者
世
帯
お
よ
び
要
介

護
認
定
者
、
要
支
援
認
定

者
、
障
害
者
手
帳
交
付
者
、

療
育
手
帳
交
付
者
を
含
む
世

帯
は
自
己
負
担
無
、
そ
れ
以

外
は
自
己
負
担
1
万
円

●
耐
震
設
計
の
補
助
額

対

象
設
計
費
（
消
費
税
分
を
除

く
）
の
２
分
の
１
（
限
度
額

10
万
円
）

●
耐
震
改
修
の
補
助
額

対

象
工
事
費
（
消
費
税
分
を
除

く
）
の
３
分
の
２
（
限
度
額

65
万
円
）

●
募
集
予
定
件
数

診
断
20

戸
・
設
計
3
戸
・
改
修
3
戸

●
申
込
期
限

9
月
30
日
㈫

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

営
繕
建
築
課
建
築
指
導
係
☎

０
２
５
６
・
77
・
８
２
８
２

（
直
通
）

建
築
物
の
ア
ス
ベ

ス
ト
含
有
調
査
費

を
補
助
し
ま
す

燕
市
内
の
民
間
建
築
物
を

対
象
に
吹
付
ア
ス
ベ
ス
ト
含

有
調
査
費
を
補
助
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
営
繕
建
築
課
備

え
の
チ
ラ
シ
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
問
い
合
わ
せ

に
よ
り
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

●
補
助
対
象
者

市
内
に
ア

ス
ベ
ス
ト
が
吹
き
付
け
ら
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
建
築
物

を
有
し
て
お
り
、
燕
市
税
の

滞
納
が
な
い
法
人
お
よ
び
個

人●
補
助
額

対
象
調
査
費

（
消
費
税
分
を
除
く
）
の
全

額
（
１
検
体
の
場
合
上
限
15

万
円
、
2
検
体
以
上
の
場
合

1
棟
上
限
25
万
円
）

●
募
集
予
定
件
数

2
棟
分

●
申
込
期
限

9
月
30
日
㈫

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

営
繕
建
築
課
建
築
指
導
係
☎

０
２
５
６
・
77
・
８
２
８
２

（
直
通
）

5月12日は『民生委員・児童委員の日』です

ご存じですか！ 民生委員・児童委員は
あなたの相談相手です

民生委員・児童委員は常に地域住民の立場に
立って活動しています。

「子育てに自信を持てない」「高齢者の介護に疲れ
ている」「身の周りに困っている人がいる」…
など、お困りのことがありましたら地域の民生委
員・児童委員にお気軽にご相談ください。秘密は
守られます。
●問い合わせ 社会福祉課児童福祉係☎ 0256・
77・8174（直通）
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平
成
26
年
度

所
得
証
明
書
の

発
行
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
（
平
成
25
年

分
）
の
所
得
証
明
書
が
発
行

可
能
に
な
る
の
は
次
の
通
り

に
な
り
ま
す
。

・
住
民
税
が
給
与
天
引
き
の

み
の
人
…
５
月
15
日
㈭
か
ら

・
そ
れ
以
外
の
人
…
６
月
13

日
㈮
か
ら

※
証
明
書
の
発
行
の
際
に
、

身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証

な
ど
）
の
提
示
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
市

民
税
１
係
☎
０
２
５
６
・

77
・
８
１
４
２
（
直
通
）

人
権
擁
護
委
員
へ

相
談
く
だ
さ
い

加
藤
レ
イ
子
さ
ん
（
野
中

才
）、
髙
橋
洋
雄
さ
ん
（
熊

森
）
に
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
４
月
１
日
付
け
で
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
（
再

任
）
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
問
題
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
と
感
じ
た
り
、
法
律
の

問
題
で
困
っ
た
と
き
は
、
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

固
く
守
り
ま
す
。

●
人
権
擁
護
委
員
（
五
十
音

順
）

石
村
寿
一
（
南
組
）
／
伊
藤

奈
美
江
（
高
木
）
／
加
藤
レ

イ
子
（
野
中
才
）
／
北
村
文

江（
乙
組
）／
信
田
節
子（
宮

町
）
／
杉
山
博
人
（
寿
町
）

／
神
保
光
男
（
日
之
出
町
）

／
高
橋
耕
二
（
分
水
文
京

町
）
／
髙
橋
洋
雄
（
熊
森
）

／
古
谷
陽
子
（
溝
古
新
）
／

星
野
昭
子
（
西
燕
町
）
／
森

井
優
子
（
本
町
一
丁
目
）

●
問
い
合
わ
せ

市
民
課
市

民
係
☎
０
２
５
６
・
77
・
８

１
２
５
（
直
通
）

シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

高
齢
者
の
新
し
い
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
提
供
し
ま
す
。

ま
ず
は
入
会
説
明
会
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●
と
き

５
月
13
日
㈫

午

前
10
時
～
お
お
む
ね
２
時
間

●
と
こ
ろ

燕
勤
労
者
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象

市
内
在
住
の
60
歳

以
上
の
人
／
毎
日
働
く
こ
と

を
望
ま
な
い
が
働
く
機
会
を

得
た
い
人
／
健
康
維
持
の
た

め
に
仲
間
づ
く
り
を
し
た
い

人
／
外
仕
事
（
せ
ん
定
・
草

刈
り
・
草
取
り
）
を
希
望
す

る
人

●
問
い
合
わ
せ

燕
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

５
６
・
64
・
２
４
８
３

弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

●
と
き

５
月
９
日
㈮

午

後
１
時
30
分
～
４
時
／
相
談

時
間

30
分

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で

す
。

●
と
こ
ろ

燕
商
工
会
議
所

●
問
い
合
わ
せ

燕
商
工
会

議
所
経
営
支
援
課
☎
０
２
５

６
・
63
・
４
１
１
６

行
政
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会

●
と
き

５
月
18
日
㈰

午

前
11
時
～
午
後
３
時

※
要
予
約
、
一
組
60
分

●
と
こ
ろ

東
区
プ
ラ
ザ

（
新
潟
市
東
区
役
所
庁
舎

内
）

●
内
容

ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
、
相
続

な
ど

●
問
い
合
わ
せ

行
政
書
士

会
新
潟
支
部
（
中
澤
）
☎
０

９
０
・
２
２
２
７
・
０
４
０

１
県
民
だ
よ
り
を

郵
送
し
ま
す

県
で
は
新
潟
県
広
報
紙

「
県
民
だ
よ
り
」
を
新
聞
折

込
に
よ
り
お
配
り
し
て
い
ま

す
。
お
届
け
で
き
て
い
な
い

人
に
は
郵
送
で
も
お
配
り
し

ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

県
広
報
広

聴
課
☎
０
２
５
・
２
８
０
・

５
０
１
４
／
フ
ァ
ク
ス
０
２

５
・
２
８
３
・
２
２
７
４

ビ
ジ
ョ
ン
よ
し
だ

か
ら
の
お
知
ら
せ

こ
ど
も
無
料
招
待
デ
ー

て
い
て
も
、
経
営
が
行
き
詰

ま
る
前
に
、
早
め
に
事
業
再

生
や
廃
業
を
決
断
し
た
際
に

一
定
の
生
活
費
な
ど
が
残
る

こ
と
を
定
め
る
「
経
営
者
保

証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
が
、
中
小
企
業
庁
・
金

融
庁
主
導
の
下
、
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
金
融
機
関
と
相
談

し
た
い
人
、
詳
し
く
は
次
ま

で
ご
相
談
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
関

東
本
部
☎
03
・
５
４
７
０
・

１
６
２
０

★『富士山の明治・大正・昭和』             (291)
富士山は、2013 年世界文化遺産に登録され、注目

が集まっています。明治 33 年から昭和 19 年ころまでの
絵はがきを厳選して編集しています。変わらぬ富士山の
美しい景観と人々の思いが伝わります。
★『本州横断「塩の道」ひとり旅」     (291) 

人々の日常に欠かすことのできない生活の道として栄え
た塩の道は、すでにその役割を終え、今では歴史上の道
としてその名を残すのみであります。日本人の良き伝統や
慣習、人々の生活の香りにまで浸ることができます。
★『熊野古道を歩く』                            (291)

熊野三山を目指す巡礼の道、皇族貴族の参詣から庶
民の「蟻の熊野詣」に至る歴史と文化を詳述し、詳細な
コースガイドと豊富な写真で聖地を説明しています。
★『まんが 47 都道府県』研究レポート   (K291)

全国の 47 都道府県それぞれの地理・歴史・産業・
文化などについて、地方別に全 6 巻に分け、マンガ形式
で旅をしながら、その地方を、わかりやすく紹介していき
ます。
★『はじめての旅』                        (E)

子どものころの、貧しく、つらい日々を、おかあちゃん
との旅を通してよみがえらせ、心の震えるような絵本にし
て、深い愛情と祈りを込めて描いています。

●燕市立図書館 ☎ 0256•62•2726
●吉田図書館 ☎ 0256•92•7650
●分水図書館 ☎ 0256•91•3255

５月のテーマ

『旅』

●図書紹介

BOOK CHOICE

ふれあい
パーク久賀美から

☎ 0256・98・0770

道の駅
国上内

５月の休館日 7 日㈬・12 日㈪

19 日㈪・26 日㈪

■久賀美米粉めんの日

つるっとのどごしのよい麺をお米の粉で作りまし
た。おススメは冷たいメニュー！
ぜひお越しください。
●とき 5 月 11 日㈰ 午前 11 時～午後４時
●ところ 味処花てまり（道の駅国上内）

■米粉クッキング教室

新潟県産米粉でしっとりもちもちっとした「シ
フォンケーキ」と「米粉黒糖むしパン」を作ります。
今回は昼食付き！ お気軽にご参加ください。
●とき ５月 21 日㈬ 午前 10 時 30 分～午後１時
●ところ ふれあいパーク久賀美
●参加費 1,500 円
●参加人数 各８人（定員になり次第締め切り）
●持ってくる物 エプロン・三角巾
●申込開始日 ５月５日㈷ 午前９時より

燕三条エフエム放送「ラヂオは～と」では、市のいろいろな情報を放送しています。
災害が起きたときはもちろんですが、日ごろから皆さんの役に立つ情報をお届けして
いますので、ぜひお聞きください。なお、放送内容・時間は予告なしに変更する場合
があります。 ※月曜日から金曜日の放送です。
◯午前７時25分〜35分（❶） 行政放送・タイムリー情報
◯正午～午後０時10分 （❷）  月「つばめのニューフェイス」
                                                 …誕生した赤ちゃん(出生届時に承諾した人)を紹介

       火「鈴木市長のもっと言いたい伝えたい」
  …定例記者会見の内容などを市長自ら掘り下げて紹介

       水「燕市の観光情報」
                                             …市内で行われるの観光イベントや情報を紹介

       木「ものづくりのまち燕」
  …燕市産業史料館から、燕の産業の歴史を紹介

       金「図書館からのお知らせ」
                                         …図書館での催しや図書を紹介
◯午後４時〜4時10分…❷の再放送／◯午後７時20分〜７時30分…❶の再放送
●問い合わせ 燕三条エフエム放送株式会社☎0256・61・7680

燕
情
報
ク
リ
ッ
プ

週
間
時
間
割

な
ど
）
で
す
。

●
と
き

５
月
25
日
㈰

午

後
１
時
30
分
～
４
時

●
と
こ
ろ

県
労
働
委
員
会

（
県
庁
16
階
）

●
内
容

解
雇
、
賃
金
未
払

い
、
退
職
金
、
パ
ワ
ハ
ラ
な

ど
の
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
労
働
委
員
会
事
務
局
総
務

課
☎
０
２
５
・
２
８
０
・
５

５
４
６

※
事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
事
前
連
絡
が
な
い
場

合
、
お
受
け
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

５
月
５
日
㈷
こ
ど
も
の
日

は
、
中
学
生
以
下
の
お
子
さ

ん
が
無
料
で
利
用
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
ご

家
族
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
!!

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

営
業
時
間

・
５
月
１
日
㈭・
２
日
㈮
…

全
館

午
後
１
時
～
９
時

・
５
月
３
日
㈷
・
４
日
㈷
・

５
日
㈷
・
６
日
㉁
…
全
館

午
前
10
時
～
午
後
６
時

・
５
月
７
日
㈬
…
休
館
日

●
問
い
合
わ
せ

ビ
ジ
ョ
ン

よ
し
だ
☎
０
２
５
６
・
93
・

６
６
０
０

県
労
働
委
員
会
の

委
員
に
よ
る
労
働

ト
ラ
ブ
ル
相
談
会

開
催
の
お
知
ら
せ

労
働
者
、
事
業
主
を
問
わ

ず
、
労
働
委
員
会
の
委
員

が
、
労
使
間
の
問
題
解
決
に

向
け
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
。
相
談
に
応
じ
る
者
は
、

労
使
関
係
に
豊
富
な
知
識
や

経
験
が
あ
る
公
益
委
員
（
弁

護
士
な
ど
）・
労
働
者
委
員

（
労
働
組
合
役
員
な
ど
）、

使
用
者
委
員
（
会
社
経
営
者

中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
の

経
営
者
の

皆
さ
ん
へ

個
人
保
証
な
し
で
金
融
機

関
か
ら
融
資
を
受
け
た
り
、

事
業
が
破
綻
し
て
も
一
定
の

生
活
費
な
ど
を
残
す
こ
と
が

で
き
る
ル
ー
ル
が
で
き
ま
し

た
。

①
法
人
と
個
人
の
資
産
・
経

理
が
明
確
に
分
離
さ
れ
て
い

る
場
合
な
ど
に
お
い
て
個
人

保
証
が
不
要
と
な
る
こ
と
、

②
多
額
の
個
人
保
証
を
行
っ

燕三条エフエム放送
は、燕市交通公園内
に移転しました。
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戸隠神社春季祭礼と天満宮祭礼に関する交通規制について

➡車両通行止め 車両通行止め一方通行 露店出店場所

●車両乗り入れ

祭礼行事のため交通渋滞が予想されますので、
市街地への車両の乗り入れは、できるだけご遠慮
ください。

●とき 5 月 24 日㈯・25 日㈰
●臨時交通規制 本町通り、学校町通りと
県道月潟・吉田線の一部を交通規制しま
す。時間帯によって変更がありますので、
案内看板や規制標識に従ってください。
24 日㈯ 正午〜午後 10 時 30 分 
25 日㈰ 午前 6 時〜午後 10 時 30 分

天満宮祭礼

●とき  5 月 17 日㈯・18 日㈰
●臨時交通規制 メインストリートを歩行
者天国にするため、車両通行止めを行いま
す。
17 日㈯ 正午〜午後 10 時
18 日㈰ 午前 9 時〜午後 10 時

●定期バスの運行 燕駅前への運行は中央
通りから燕停車場線経由に変更します。
●車両乗り入れ 祭礼行事のため交通渋滞
が予想されますので、市街地への車両の乗
り入れは、できるだけご遠慮ください。
※トイレは神社裏の中央集会所の公衆トイ
レをご利用ください。
●燕地区定期市 5 月 18 日㈰の定期市に
ついては、中止となります。

戸隠神社春季祭礼

専養寺
燕市図書館

西方院

戸隠神社

中ノ口川
中
央
橋

燕
橋

並
木
通
り

万能寺

旧燕庁舎

燕駅
燕西小

燕東小

露店出店者駐車場

MAP

●問い合わせ 商工振興課観光振興室☎ 0256・77・8233（直通）

吉田ふれあいセンター

本部

天満宮

鈴木酒店堀川屋

第四銀行 早川商店

職業訓練校

けんしん

シニアセンター

駐
車
場

西
川
橋

中
央
橋

吉
田
橋

MAP

▲天満宮祭礼の植木市

2014.05.01

くらしのキー情報｜お知らせ｜カメラびゅう特別編

25

4
月
20
日
、
今
年
の
「
分
水
お
い
ら
ん
道
中
」
は
好
天
の
も
と
開

催
さ
れ
、
多
く
の
観
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ご
協
力
・
ご
協
賛
い
た
だ
い
た
皆
様
に
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
72
回
分
水
お
い
ら
ん
道
中

カメラびゅう特別編

▲分水さくら公園で観客に応える染井吉野太夫

▲行列を従えて練り歩く桜太夫

▲外八文字を披露して観客を魅了する信濃太夫

▲分水夜桜号が分水駅に

「
つ
ば
め
桜
ま
つ
り
」

つ
ば
め
イ
ベ
ン
ト
＠

交
通
公
園
＆
こ
ど
も

の
森
◀

▶「
つ
ば
め
桜
ま
つ
り
」

吉
田
さ
く
ら
イ
ベ
ン
ト

＠
吉
田
ふ
れ
あ
い
広
場

▶
桜
並
木
を
練
り
歩
く
行
列

▲凛とした姿の分水太夫
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メ
サ
イ
ア
を
歌
い

歌
声
喫
茶
の

ス
タ
ッ
フ
を

や
り
ま
せ
ん
か

メ
サ
イ
ア
だ
け
で
は
な

く
、
叙
情
歌
や
い
ろ
い
ろ
な

歌
を
歌
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
秋
に
は
、
第
２
回
歌
声
喫

茶
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

●
と
き

毎
月
第
１
・
第
３

火
曜
日
（
午
後
７
時
30
分
～

９
時
30
分
）

●
と
こ
ろ

燕
市
文
化
会
館

●
対
象

特
に
な
し
。
ど
な

た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
参
加
費

月
２
０
０
０
円

（
最
初
の
月
は
無
料
）

●
申
込
期
限

随
時
募
集

●
講
師

長
井
真
利
枝
さ
ん

●
ピ
ア
ノ

長
沢
孝
明
さ
ん

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

飛
燕
メ
サ
イ
ア
合
唱
団
（
小

林
）
☎
０
２
５
６
・
62
・
２

０
４
６

茶
道
教
室（
抹
茶
）

昼
間
コ
ー
ス
開
設

茶
道
を
気
軽
に
楽
し
く
学

べ
ま
す
。
一
緒
に
お
い
し
い

抹
茶
を
の
み
ま
せ
ん
か
。
洋

服
で
か
ま
い
ま
せ
ん
。

●
と
き

毎
月
第
２
・
第
４

木
曜
日

午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
（
５
月
は
連
休
な

ど
の
た
め
第
３
・
第
５
木
曜

日
開
催
）

●
と
こ
ろ

吉
田
図
書
館

●
対
象

ど
な
た
で
も
。
初

心
者
大
歓
迎

●
参
加
費

月
２
５
０
０
円

（
入
会
金
３
０
０
０
円
）

●
申
込
期
限

随
時
募
集

●
持
っ
て
く
る
物

白
い

ソ
ッ
ク
ス
、
懐
紙
・
扇
子
・

服
紗
な
ど
は
当
日
説
明

●
講
師

竹
野
宗
照
さ
ん

（
宗
徧
流
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

永
井
☎
０
２
５
６
・
92
・
４

９
６
４

コ
ー
ロ
・
ス
プ
ラ

ウ
ト
創
設
10
周
年

記
念
コ
ン
サ
ー
ト

に
参
加
し
ま
せ
ん

か
！

コ
ー
ロ
・
ス
プ
ラ
ウ
ト
で

は
創
設
10
周
年
を
記
念
し
て

一
緒
に
歌
っ
て
く
だ
さ
る
人

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
来

年
５
月
の
新
し
く
な
っ
た
文

化
会
館
で
「
笑
顔
を
忘
れ
な

い
」
ほ
か
何
曲
か
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
作
曲
さ
れ
た
須

貝
智
郎
さ
ん
と
一
緒
に
歌
い

感
動
を
共
に
し
ま
す
。

●
と
き

５
月
23
日
㈮
よ
り

（
午
後
７
時
30
分
～
９
時
）

毎
月
2
回
を
メ
ド
に
練
習
が

始
ま
り
ま
す
。

●
と
こ
ろ

燕
市
文
化
会
館

●
対
象

合
唱
に
興
味
の
あ

る
人
な
ら
ど
な
た
で
も

●
参
加
費

月
２
０
０
０
円

●
そ
の
他

入
会
の
際
は
日

に
ち
お
よ
び
会
場
の
問
い
合

わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

関
川
☎
０
２
５
６
・
62
・
３

３
７
６

燕
ヨ
ー
ガ
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

見
学
大
歓
迎
で
す
。
あ
な

た
も
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き

毎
週
月
曜
日
（
午

前
９
時
45
分
～
11
時
15
分
）

●
と
こ
ろ

中
央
公
民
館

（
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

●
会
費

１
万
５
０
０
０
円

（
６
カ
月
分
）

●
申
込
期
限

と
く
に
な
し

●
講
師

中
院
喜
代
子
さ
ん

（
新
潟
市
在
住
、
イ
ン
ド
政

府
公
認
、
社
団
法
人
日
本

ヨ
ー
ガ
療
法
学
会
所
属
、

ヨ
ー
ガ
療
法
士
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

相
場
☎
０
２
５
６
・
62
・
２

０
２
９

「
渡
さ
れ
た

バ
ト
ン
」の

上
映
に
お
い
で

く
だ
さ
い

住
民
投
票
で
町
の
未
来
を

決
め
た
巻
町
が
舞
台
の
映
画

で
す
。
市
内
２
カ
所
で
も
撮

影
。
子
役
か
ら
老
人
役
ま
で

市
民
も
多
数
出
演
し
て
い
ま

す
。

●
と
き

５
月
17
日
㈯

●
と
こ
ろ

燕
市
文
化
会
館

●
参
加
費

大
人
…
前
売
券

１
０
０
０
円
、
当
日
券
１
５

０
０
円
／
小
中
高
生
８
０
０

円
（
当
日
の
み
）

●
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

タ
カ
バ

タ
ケCH

AYA

☎
０
２
５

６
・
62
・
３
３
２
６
／
燕
西

蒲
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
☎
０
２
５
６
・
61
・

１
４
３
０

●
問
い
合
わ
せ

な
が
い
☎

０
２
５
６
・
62
・
３
２
０
3

花
工
房
す
み
れ

教
室
・
レ
カ
ン
フ

ラ
ワ
ー
作
品
展

和
風
喫
茶
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
若
狭
や
」
に
て
「
レ
カ
ン

フ
ラ
ワ
ー
・
押
し
花
・
ネ
イ

チ
ャ
ー
コ
ラ
ー
ジ
ュ
展
」
を

開
催
し
ま
す
。

生
徒
さ
ん
の
素
敵
な
作
品

や
新
し
い
ネ
イ
チ
ャ
ー
コ

ラ
ー
ジ
ュ
を
見
る
事
が
で
き

ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
と
き

５
月
１
日
㈭
～
31

日
㈯

●
と
こ
ろ

喫
茶
ギ
ャ
ラ

リ
ー
「
若
狭
や
」（
秋
葉
町

一
丁
目
、
営
業
時
間
は
午
前

10
時
～
午
後
６
時
、
毎
週
火

曜
・
水
曜
日
定
休
）

●
問
い
合
わ
せ

若
狭
や
☎

０
２
５
６
・
62
・
２
２
８
５

／
佐
藤
☎
０
９
０
・
７
２
７

９
・
６
９
２
７

燕
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ

雪
つ
ば
き
支
部

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
ル

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
ル

恒
例
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ

ザ
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
収
益
金
は
社
会
福
祉

施
設
へ
寄
付
し
ま
す
。

●
と
き

５
月
８
日
㈭

午

前
９
時
～
11
時
30
分

●
と
こ
ろ

つ
ば
め
の
茶
の

間
仲
町

●
問
い
合
わ
せ

燕
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
☎
０
２
５
６
・

66
・
０
８
８
５

みんな
の
掲示板
「みんなの掲示板」

は、市民の皆さんが行
う活動を応援するコー
ナーです。掲載の内容
は、市が実施するもの
ではありません。

子ども向けのテレビ番組でこんなクイズがあ
りました。みなさんも一緒に考えてみてくださ
い。

男子の児童が作文にこんなことを書きまし
た。「大きくなったら親と同じ大工になりたい
です」。それを見た先生と児童の会話です。
●先生「君のお父さんは大工なのか？」
○児童「いいえ、違います」
●先生「？？？」
〇ナレーション「どういうことなのでしょう
か。考えてみましょう」

答えは、「お母さんが大工さん」でした。画
面には「大工さんは男性ばかりとは限りませ
ん」という字幕がでてました。

大工＝男性の仕事とイメージされるように、
男性は○○、女性は○○のように性別によって
仕事や役割を固定して決めてしまうことがあり
ます。これを「固定的性別役割分担意識」とい
います。わたしたちの中に長い長い時間をかけ
て形作られ、時代により変わりつつあります
が、世の中はまだまだこの意識が前提にあり、
社会が作られています。本当は○○がやりたい
のに、それは男性の仕事だから、それは女性の
仕事だからと、自分でちゅうちょしてしまうこ
とや、周囲から反対を受けることがあるかもし
れません。しかし、本当にそれは、男性だから、
女性だからということであきらめなければなら
ないことなのか、男性にしか、女性にしかでき
ないことなのか考えてみませんか。このような
視点でテレビ番組や CM を見てみると何か発
見があるかもしれませんよ。
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知っていれば得した気分になれる。そんな話題を集めたコーナーです。
                                     

             
              知っ得つばめ

Ｑ
：
直
腸
脱
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

Ａ
：
脱
肛
を
ご
存
じ
の
人
は
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
直
腸
脱
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
脱
肛
は
肛
門
や

直
腸
の
粘
膜
だ
け
が
脱
出
し
ま
す

が
、
直
腸
脱
は
、
直
腸
壁
全
体
（
粘

膜
と
筋
層
）
が
肛
門
か
ら
脱
出
し
て

飛
び
出
し
た
状
態
で
す
。
ま
た
、
脱

肛
は
粘
膜
が
放
射
状
あ
る
い
は
花
び

ら
状
に
出
ま
す
が
、
直
腸
脱
は
内
腔

の
あ
る
円
筒
状
あ
る
い
は
同
心
円
状

に
出
て
き
ま
す
。
脱
出
す
る
直
腸
の

長
さ
は
５
～
10
㎝
く
ら
い
の
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
直
腸
の
口
側
の
S

状
結
腸
や
盲
腸
ま
で
数
10
㎝
も
脱
出

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

直
腸
脱
は
主
に
直
腸
を
骨
盤
骨
に

固
定
し
て
い
る
直
腸
周
囲
の
筋
肉
や

靭
帯
が
ゆ
る
ん
で
組
織
の
支
持
力
が

低
下
す
る
た
め
発
生
し
ま
す
。
こ
の

た
め
子
宮
や
膀
胱
を
支
持
し
て
い
る

組
織
も
ゆ
る
み
、
子
宮
脱
や
膀
胱
脱

を
合
併
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
直

腸
脱
は
高
齢
で
多
産
の
女
性
や
、
便

秘
の
た
め
に
排
便
時
に
長
時
間
強
く

い
き
む
人
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
最

初
は
排
便
時
の
み
脱
出
し
圧
迫
す
る

と
容
易
に
肛
門
内
に
押
し
戻
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
ひ
ど
く
な

る
と
す
っ
か
り
脱
出
し
て
し
ま
い
、

な
か
な
か
元
に
戻
ら
な
く
な
り
、
出

血
し
た
り
、
下
着
が
直
腸
の
粘
液
で

汚
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

直
腸
脱
の
治
療
は
成
人
で
は
手
術

が
必
要
で
、
腹
部
側
か
ら
の
操
作
で

直
腸
を
引
っ
張
り
上
げ
て
骨
盤
骨
に

固
定
す
る
方
法
と
、
肛
門
側
か
ら
脱

出
部
を
処
理
す
る
方
法
が
あ
り
ま

す
。
腹
部
側
か
ら
の
操
作
の
方
が
再

発
は
少
な
い
の
で
す
が
全
身
麻
酔
が

必
要
な
の
で
、
重
篤
な
合
併
疾
患
や

体
力
に
問
題
が
あ
る
場
合
は
肛
門
周

囲
だ
け
の
麻
酔
で
行
え
る
肛
門
か
ら

の
操
作
を
行
い
ま
す
。
直
腸
脱
は
ま

れ
に
幼
少
児
に
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
就
学
年
齢
に
は
ほ
と
ん

ど
自
然
治
癒
し
ま
す
。

Health

春になると公園などにある遊具に関わる事故が多く報告されています。
事故は、「すべり台」によるものが最も多く、「ぶらんこ」が続いています。
保護者が目を離したすきに、小さな子どもの事故が起きることが考えられます。 
乳幼児を遊具で遊ばせる時には、保護者が付き添い、お子さんから目を離さないようにしましょう。また、
ぶらんこなどの大きく揺れる遊具で遊んでいる人のそばにお子さんを近づかせないようにしましょう。

「公園などにある遊具による事故に注意しましょう」

●健康Ｑ & Ａ

「直腸脱について」
新潟県立吉田病院
院長 田宮 洋一

●男女共同参画コラム

「テレビを見る時は…」
地域振興課地域振興係
☎0256・77・8361（直通）

Disasters  Prevention

■相談・問い合わせ 商工振興課商工振興係 ☎ 0256・77・8231（直通）



▼
今
月
か
ら
今
年
度
の
健
康
診
査

が
始
ま
り
ま
す
。
健
康
診
査
等
の

日
程
表
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
30

日
間
に
わ
た
る
長
期
間
の
実
施
で

す
。
対
象
の
皆
さ
ん
は
忘
れ
ず
に

受
診
し
ま
し
ょ
う
。
と
書
い
て
い
る     

た
は
特
定
健
診
の
対
象
年
齢
に
該

当
し
ま
す
。
生
活
習
慣
病
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
日
ご
ろ
の
健
康
チ
ェ

ッ
ク
と
適
度
の
運
動
に
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

▼
12
・
13
ペ
ー
ジ
で
お
伝
え
し
た

「
ピ
ロ
リ
菌
検
査
」
に
つ
い
て
、

記
事
を
編
集
す
る
中
で
、
検
査

の
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

つ
い
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
だ
よ
…

と
思
い
が
ち
で
す
が
、
今
年
は
検

査
を
し
て
み
よ
う
か
と
感
じ
ま
し

た
。
何
を
す
る
に
も
健
康
が
第
一

で
す
。
こ
の
検
査
は
気
軽
に
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
、
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
今
年
は
取
材
で
市
内
の
た
く
さ

ん
の
桜
を
撮
影
し
ま
し
た
。
桜
の

花
は
以
前
か
ら
好
き
で
し
た
が
、

き
れ
い
な
桜
を
撮
影
す
る
た
め
に

桜
の
表
情
を
じ
っ
く
り
と
観
察
し

た
の
は
初
め
て
で
す
。
時
期
を
逃

せ
ば
す
ぐ
に
散
り
始
め
て
し
ま
う

サ
ク
ラ
。
散
り
ゆ
く
桜
は
寂
し
い

で
す
が
、
今
年
は
今
ま
で
以
上
に

桜
の
花
か
ら
勇
気
を
も
ら
っ
た
気

が
し
ま
す
。

●材料（4 人分）
一 夜 干イカ
…１ぱい、も
やし…１袋、
きゅうり…１
本、ごま…
大さじ１、し
ょうゆ … 適
量、ごま油

…適量、うま味調味料…少々、一味唐辛子…少々

●作り方
①イカは焼いて千切りにし、しょうゆ、ごま油、ごま
で和える。／②きゅうりは千切りにしてさっと湯通しす
る。／③もやしは軽く茹でる（※シャキシャキ感を残
すこと）。／④しょうゆ、うま味調味料、ごま油を器に
入れて③→②→①の順に盛り付けてごまと一味唐辛
子をふりかけて完成。
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Cooking Culture

恵まれなかった柿
し え ん

園の勉学
●『越

え つ ほ く の こ う と

北之鴻都 長善館』を訪ねて その�

明
治
維
新
で
一
新
さ
れ
た
わ
が
国
で

は
、
漢
学
塾
が
次
々
に
閉
鎖
さ
れ
ま

す
。
長
善
館
の
長
男
柿
園
先
生
は
洋
学

に
頼
ら
ね
ば
家
塾
を
興お
こ

せ
な
い
と
宿
命

を
背
負
い
上
京
し
て
行
き
ま
し
た
。

東
京
で
欧
州
帰
り
の
中
村
敬
宇
先
生

の
同
人
社
に
進
学
し
ま
す
。
そ
こ
で
産

業
革
命
以
来
、
国
造
に
邁ま
い
し
ん進
す
る
各
国

の
若
者
の
努
力
を
教
え
ら
れ
ま
す
。

『
新
し
い
日
本
は
君
達
に
か
か
っ
て
い

る
』
と
叫
び
、
大
志
を
沸
か
せ
た
柿
園

は
、
長
善
館
中
興
の
人
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

さ
て
、
そ
の
柿
園
の
勉
学
は
決
し
て

順
風
で
は
な
か
っ
た
の
で
し
た
。
父
の

眼
病
に
よ
っ
て
呼
び
戻
さ
れ
て
帰
郷
す

る
や
、
西
蒲
原
中
学
校
、
弥
彦
明
訓
学

校
に
次
々
に
講
義
を
依
頼
さ
れ
て
、
故

郷
に
縛
ら
れ
る
こ
と
二
年
半
に
お
よ
び

ま
す
。

よ
う
や
く
許
さ
れ
て
東
京
に
戻
り
ま

す
が
、
か
つ
て
の
学
友
と
は
雲
泥
の
差

が
つ
い
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

東
大
入
学
を
志
望
し
た
柿
園
の
面
接
試

験
官
は
外
国
人
で
し
た
。
英
会
話
を
全

く
理
解
で
き
な
い
柿
園
に
22
歳
と
い
う

年
齢
、
貧
苦
に
よ
る
病
気
と
い
う
大
き

な
壁
が
立
ち
は
だ
か
り
ま
す
。
悶
々
と

悩
ん
だ
末
に
故
郷
へ
帰
国
し
ま
し
た
。

重
な
る
不
運
を
乗
り
越
え
て
、
塾
規

則
を
改
訂
し
、
近
代
学
校
に
作
り
替
え

た
柿
園
の
行
状
、
企
画
展
に
て
掲
示
し

て
い
ま
す
。
柿
園
の
歴
史
に
触
れ
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
編
集
後
記

たまあ

ごみ
の

種類

24 年度 25 年度 比較増減

収集量 1 人 1 日 収集量 1 人 1 日 1 人 1 日

可燃 16,431 t 544 g 16,105 t 536 g － 8 g ↘

不燃 1,138 t 38 g 1,103 t 37 g － 1 g ↘

粗大 338 t 11 g 395 t 13 g 2 g ↗

資源 4,292 t 142 g 4,063 t 135 g － 7 g ↘

合計 22,199 t 735 g 21,666 t 721 g － 14 g ↘

生活環境課環境政策係☎ 0256・77・8167（直通）

市全体で 533トンのごみが減りました

ごみの量（平成 25 年度）

知っていれば得した気分になれる。そんな話題を集めたコーナーです。
                                     

             
              知っ得つばめ

●作ってみませんか

いかのごま正油あえ（おかず）
第６回「料理コンクール」入賞作品 より
優秀賞 関川厚子さん（白山町三丁目）

▶
長
善
館

第
三
世

柿
園
先
生

長善館史料館 ☎ 0256･93･5400（月曜休館日）
■入館料  大人 100 円 高校生以下 50 円 
               ※団体割引あり

■企画展のご案内
「長善館中興の偉人

3代教師 柿園の行状」

●会期 6月22日㈰まで
長善館を近代化に導き、長善
館中興の偉人である柿

し え ん

園先生
の漢詩作品を展示します。
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●市内の出来事や、頑張っている皆さんの姿を紹介するコーナーです。

●「広報つばめ」だけでは物足りないあなたへお送りする「WEB版カメラびゅう」
      http://www.city.tsubame.niigata.jp/about/008999998.html

新潟青陵大学短期大学部の梨本竜子助教をお迎えして、
おりがみ教室を開催。みんなでたくさんのおりがみを折り、
それを貼り合わせて、1 つの大きな絵が完成しました。

こ
れ
、

な
ん
に
見
え
る
か
な
！

● 

３
月
25
日

小
中
川
公
民
館

この日、「ジャパン・ツバメ・インダストリアル デザインコン
クール」の表彰式が行われました。最優秀賞「経済産業
大臣賞」には戸塚金属工業株式会社が輝きました。

受
賞
作
品
の
選
考
に

と
て
も
苦
労
し
ま
し
た

● 

３
月
28
日

燕
三
条
地
場
産
セ
ン
タ
ー

市内の事業所に新卒で就職された皆さんを対象に、新規
学卒就職者歓迎会が開催されました。式典に続き、ビジ
ネスマナーセミナーの研修を行いました。

社
会
人
一
年
生
の

若
い
力
に
期
待
し
ま
す

● 

4
月
4
日

吉
田
産
業
会
館

東日本大震災で被災し、燕市へ避難していた福島県南
相馬市の「南相馬燕会」から桜の苗木の贈呈を受けまし
た。市役所に植樹し、両市の「絆」とし大切に育てます。

燕
市
と
南
相
馬
市
の

「
絆
」の
シ
ン
ボ
ル
に

● 

３
月
28
日

燕
市
役
所

2 月 22 日から約 2 週間、サンフランシスコへ市内中学生
12 名を派遣し、帰国報告会が行われました。現地では
燕のＰＲや貴重な体験をたくさんしてきたとのことでした。

と
て
も
充
実
し
た

海
外
で
の
体
験
で
し
た

● 

３
月
21
日

燕
市
役
所

この日、燕市成人式が行われ、多くの新成人が式典に出
席しました。会場のあちらこちらで記念撮影や、再会を
喜ぶ声が聞こえ、賑やかな成人式となりました。

久
し
ぶ
り
‼

元
気
に
し
て
た
～

● 

３
月
16
日

燕
三
条
地
場
産
セ
ン
タ
ー

新潟市を拠点に活動している舞踏集団Noism（ノイズム）
２の公演が行われました。公演修了後、芸術監督と出演
者による対話形式のアフタートークも開催されました。

躍
動
感
あ
ふ
れ
る

舞
踏
を
披
露

● 

3
月
15
日

燕
市
文
化
会
館



【燕市で学習中の生徒さんの声】 ５月無料体験学習受付中！

※
お
た
ん
じ
ょ
う
・
お
く
や
み
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
燕
市
役
所
の
窓
口
へ
直
接
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

くらしのキー情報｜窓口延長｜休日夜間診療｜人口と世帯｜休日救急当番医｜おたんじょう｜おくやみ

▲
こ
ち
ら
は
有
料
広
告
で
す
。
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有
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広
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で
す
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Clinic
○休日夜間診療

○県央医師会応急診療所（新潟県三条地域振興局隣）

三条市興野一丁目 13-67 ☎ 0256・32・0909
診療科目 内科・小児科・外科・整形外科
休日受付 日曜日・祝日・年末年始・お盆

午前 9 時～正午、午後 1 時～ 4 時 30 分
土曜日の午後 2 時～ 4 時 30 分

夜間受付 毎日午後 7 時～ 10 時
※駐車場が満車のときは、診療所隣の三条地域振興局裏
側の駐車場をご利用ください。

○西蒲原地区休日夜間急患センター

新潟市西蒲区巻甲 4363  ☎ 0256・72・5499
診療科目 内科・小児科・歯科
休日受付 日曜日・祝日・年末年始

午前 9 時〜午後 5 時
夜間受付 毎日午後 7 時〜 10 時（内科・小児科のみ）

燕市役所 ☎ 0256・92・1111（代表）・ＦＡＸ 0256·92·2112（代表）

Hospital○休日救急当番医

☎ 0256・63・4006
☎ 0256・70・4020

☎ 0256・63・5777
☎ 0256・92・5111

☎ 0256・66・5666
☎ 0256・72・3111

☎ 0256・63・4159
☎ 0256・47・6688

☎ 0256・63・2001
☎ 025・372・2191

☎ 0256・91・0016
☎ 0256・92・7887

●問い合わせ 燕消防署☎0256・66・0119／吉田消防署☎
0256・92・2200／分水消防署☎0256・97・2688

５月３日㊗
◉斎藤医院（中央通一丁目）
✚高橋整形外科クリニック（新潟市西蒲区）
５月4日日㊗
◉富樫医院（秋葉町一丁目）
✚県立吉田病院（吉田大保町）
５月５日㊗
◉うえだクリニック（井土巻二丁目）
✚新潟西蒲メディカルセンター病院（新潟市西蒲区）
５月６日㊡
◉小児科こでらクリニック（佐渡）
✚はすいけ整形外科（廿六木四区）
５月11日㊐
◉えんどう内科クリニック（廿六木四区）
✚白根健生病院（新潟市南区）
５月18日㊐
◉さいとう内科クリニック（吉田法花堂）
✚吉岡医院（吉田神田町）

◉内科系：午前9時〜午後5時 ✚外科系：午前9時〜午後5時

○窓口延長 Office Hours Extension

住民票、戸籍謄・抄本、印鑑登録および印鑑証明、所得
証明書の発行（申告者のみの交付）、納税ができます。ま
た、パスポートの交付ができます（申請の受け付けはできま
せん）。

5月7日・14日・21日・28日
●窓口延長 毎週水曜日 午後 7時 30分まで

●問い合わせ 市民課市民係 ☎0256・77・8125（直通）

5月11日
●日曜窓口 毎月第2日曜日 正午まで

※燕・分水サービスコーナーでは、窓口延長・日曜窓口
業務は、行っておりません。

犬と猫の病院

どうぶつ病院ＪＥＴ
〒959-1263  燕市大曲710

☎0256-47-1080当院 燕
市
街

県央大橋

中
之
口
川

月 火 水 木 金 土 日/祝
午前

(9:00～12:00）○○○○○○ ×
午後

（4:00～7:00）○○○×○○ ×

○おくやみ（敬称略・4/1 〜 4/15 届出分）

■専門家による無料相談会
 ｢保険クリニック燕三条店」では燕市民の皆さんへ生命保険・
損害保険の無料相談会を開催します。保険のプロが中立的な
立場で丁寧にアドバイスします。

生命保険・損害保険の相談

■相談は完全予約制
保険クリニック燕三条店  募集代理店  ㈱エフピーエム
三条市荒町2－26－7   0120‐774‐166

○人口と世帯
男 性
女 性
合 計
世 帯

40,115
42,249
82,364
28,269

人
人
人

世帯

（－ 144）
（－   60）
（－ 204）
（＋   17）

★平成 26 年 3 月末日現在 （ ）は前月比

燕市松橋 109 番地 3 ☎ 0256・61・3578

小規模多機能型居宅介護事業所
通いを中心に、宿泊、訪問のサービスを提供します。
体験利用も可能
お気軽にご相談ください。

 小規模多機能ホーム

利用者
スタッフ
募集中

亡くなられた人 年齢（歳） 行政区
長谷川 タセ 95 西燕町
笠原 一二三 91 西燕町
笹川 周威 76 小池
井上 ヨシ 99 柳山
川﨑 トキ 92 八王寺
渋川 勇二郎 82 八王寺
坂田 卓 49 大曲
青木 花枝 79 大曲
小 豊作 80 緑町
永田 浩世 77 二階堂
笠原 夘一 77 大船渡
星 祐介 30 新生町
更科 良一 92 花園町
荻原 愛子 83 松橋
滝本 正男 78 吉田下中野
梨本 繁 76 吉田法花堂
福岡 秀昭 78 吉田春日町
前山 良男 62 吉田神田町
前山 勇 88 吉田中町
長谷川 正治 94 吉田中町
田中 洋子 81 吉田弥生町
竹内 ミチ 85 吉田旭町四丁目
飯岡 毅 76 吉田日之出町
山田 光一 91 分水新町一丁目
渡邉 德一 69 地蔵堂本町三丁目
中川 二男 84 分水桜町一丁目
梅澤 チセ 92 新堀
梅澤 馬太郎 80 新堀
解良 雄 88 佐善
清水 金太郎 93 渡部

○おくやみ（敬称略・4/1 〜 4/15 届出分）

亡くなられた人 年齢（歳） 行政区
髙野 ヨシ 89 南三丁目
圡田 新市 77 南八丁目
大泉 光江 84 秋葉町四丁目
佐藤 保 73 水道町四丁目
坂井 由美子 73 水道町四丁目
遠藤 貞子 83 水道町四丁目
藤田 五郎 82 水道町四丁目
藤田 清作 106 中央通四
荒澤 英雄 74 西燕町

子の名 ふりがな 保護者 行政区
陽 よう 照田 寛揮 南五丁目
蓮 れん 小田嶋 大介 東町

美空 みくう 大島 瑞貴 水道町三丁目
風羽 ふう 上原 広幸 廿六木三区
音葉 おとは 遠藤 輝夫 中央通五の一
来輝 らいき 多田 喜久 中央通五の三
治賢 はるたか 周佐 匡芳 西燕町
千咲 ちさき 渡邉 裕明 杉柳
羽菜 はな 西村 優 長所
悠希 ゆうき 和田 雄介 高木
琉衣 るい 水吉 昭三 吉田西太田三区
煌 こう 増井 祐一 吉田下中野
結愛 ゆあ 三富 昌朋 分水桜町三丁目
圭悟 けいご 齋藤 俊輔 中諏訪
空 そら 添田 昌宏 笈ケ島
颯良 そら 木村 信一 中島
風羽香 ふうか 加納 広樹 五千石



平出 明彦さん
ひらいで・あきひこ（吉田下中野）

※この広報紙は古紙配合の再生紙と、環境にやさしいベジタブル・オイル・インクを使用しています。

シリーズひと

先
般
、
燕
市
長
選
挙

が
行
わ
れ
、
引
き
続
き

市
政
運
営
の
重
責
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

今
回
も
無
投
票
で
の

当
選
で
し
た
が
、
初
心

を
忘
れ
ず
、
謙
虚
な
気

持
ち
で
、
市
民
の
み
な

さ
ま
の
ご
期
待
に
沿
え

る
よ
う
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

2
期
目
の
4
年
間
は

「
燕
よ
、
ひ
か
れ
！
」

の
合
言
葉
の
も
と
、
①

定
住
人
口
、
②
活
動
人

口
、
③
交
流
応
援
人
口

と
い
う
３
つ
の
人
口
を

増
加
さ
せ
る
こ
と
を
目

標
に
、
燕
市
の
新
た
な

魅
力
づ
く
り
、
活
力
づ

く
り
、
賑
わ
い
づ
く
り

を
推
進
し
な
が
ら
、
日

本
一
輝
い
て
い
る
ま

ち
・
燕
市
の
実
現
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

2014.05.01 32

紙
上
ブ
ロ
グ

燕
市
長

鈴
木 

力

▲

こ
ち
ら
は
有
料
広
告
で
す
。

「つばめ若者会議』
代表

燕三条ローンプラザ

〈無担保〉住宅ローン 発売中！

午前9時～午後5時
※祝日と重なった場合は休業日となります。

０１２０－６７－３７３４

住宅の新築・ご購入・お借換えに！

最高 1,000 万円まで 担保・保証人不要 最長 20 年返済
しんきん保証基金保証付

土・日曜日
ローン相談会開催中

vol.95

●
 発

行
/燕

市
 ●

 編
集・企

画
/地

域
振

興
課

広
報

広
聴

係
●

〒
959-0295 燕

市
吉

田
西

太
田

1934 ●
 ☎

0256-92-1111●
 ＦＡＸ

0256-92-2112 ●
 koho@

city.tsubam
e.niigata.jp●

http://w
w

w.city.tsubam
e.niigata.jp/

昨年発足した『つばめ若者会議』。燕市の 20 年後について
考えています。今回は代表に就任した平出さんをご紹介します。

若者会議に参加したきっかけや将来への思い、そして代表と
しての意気込みなどを伺いました。

「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
若
者
会
議
を

知
り
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
わ
た
し
は

燕
出
身
で
も
な
く
、
自
分
に
出
来
る
か

心
配
で
し
た
が
、
思
い
切
っ
て
参
加
し

ま
し
た
」
と
話
す
平
出
さ
ん
。

一
年
間
会
議
を
進
め
て
き
た
「
つ
ば

め
若
者
会
議
」。
全
て
が
ゼ
ロ
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
。
多
く
の
メ
ン
バ
ー
と
会
議

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

「
幸
福
と
は
何
か
？

を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
20
年
後
の
燕
市
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
『
つ
ば
め
の
幸
福
論
』
を
真
剣
に
描

い
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
実
現
に
向
け

て
話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
」

こ
こ
ま
で
来
る
に
は
平
坦
な
道
の
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
発
足
か
ら

計
11
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
加
え
、

自
主
会
な
ど
、
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
は

休
日
や
夜
間
に
時
間
を
や
り
く
り
し
て

参
加
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

平
出
さ
ん
に
、
代
表
と
し
て
の
意
気

込
み
を
聞
き
ま
し
た
。「
わ
た
し
は
、

若
者
会
議
で
は
年
長
組
。
ま
ち
づ
く
り

に
は
『
若
者
・
よ
そ
者
・
ば
か
者
』
が

必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
要
素
が
す
べ
て
当
て
は
ま
っ
た
の
で

代
表
に
推
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

と
て
も
謙
虚
な
姿
勢
の
平
出
さ
ん
。

し
か
し
、
ひ
と
み
の
奥
に
は
将
来
へ
の

熱
い
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

「
燕
市
が
全
国
に
誇
れ
る
産
業
や
教

育
、
文
化
な
ど
、
偉
大
な
足
跡
や
魅
力

を
活
か
し
つ
つ
、
若
者
だ
け
で
な
く
、

世
代
を
越
え
て
団
結
す
る
こ
と
で
、『
課

題
解
決
先
進
地
域
の
ま
ち
』
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」

わたしたちが描いた「つばめの幸福論」、
実現にむけて進めていきます。

▶一年間の検討成果「つ
ばめの幸福論」。4 月
26 日に行われた市民向
け発表会でプレゼンを
行いました。資料は燕
市ホームページからも
ご覧になれます。

 TSUBAME  WAKAMONO  KAIGI




